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わが国では,平成3年 7月に大学を中心に行われた高等教育制度の改革により,それまで学

位ではなく称号とされていた学士が学位として位置づけられ,｢学士｣,｢修士｣,および｢博士｣

が学位として大学および学位授与機構から授与されることになった｡さらに,短期大学および

高等専門学校の卒業者は,学位ではないが ｢準学士｣と称することができるようになった｡ま

た,制度改革前は,学位の種類として,博士は文学博士など19種類,修士は文学修士など28種

類が学位規則によって定められており,学士は大学設置基準により ｢その履修した専攻に応じ

た学士を称せしめることができる｡｣として29種類が指定されていたO これに対して,平成3年

7月に改正された学位規則では,｢大学及び学位授与機構は,学位を授与するに当たっては,過

切な専攻分野の名称を付記するものとする｡｣となり,○○博士のように専攻分野の名称を冠し

て列挙する学位の種頬は廃止された｡その結果,吉野1)によれば,平成6年度現在,専攻分野の

名称の種類は学士が251,修士が181,博士が126に及んでいる｡これは各大学に問い合わせた結

果であり,回答率は学士と修士が各95%強,博士が92%弱であったが,その後はさらに種類の

数か増加してしするものと思われる.

一方,アメ])カ合衆国における学位は,一般的には,Associateに始まり,Bachelor,Master,

およびDoctorと4段階に分類されるから,Associateをわが国では学位に位置づけられていな

い準学士として,以下,それぞれ学士,修士,および博士に相当するものと見なされているo

舘2)が指摘しているように,わが国の改革がアメリカの学位制度を念頭において行われたとする

と,レベル設定の面では類似性が高いことになるが,学位と専攻分野との関連づけについては,

日米間の隔たりは大きい｡したがって,具体的には,わが国の学位を英文表記する場合,ある

いはアメリカの学位をわが国の専攻分野で評価するときなど,この隔たりが国際交流の障害や

誤解の原因になるおそれがある｡例を理学系にとると,わが国の以前の制度による理学士,哩

学修士,あるいは新しい制度による学士(理学),修士(理学)は,それぞれBachelorofScience,

MasterofScienceと英文表記されることが多い｡しかしながら,アメリカでは数学や物理学

などを専攻した者に対しても大学によってはBachelorofArtsやMasterofArtsを授与して

おり,これらを日本語流に訳せば,文学士,文学修士,あるいは学士 (文学),修士 (文学)と
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なる｡さらに,アメリカでは前記4段階に分類される学位のほかに,"OtherDegrees"3)ある

いは "IntermediateGraduateDegrees"4)と呼ばれ,中間的に位置する学位をも授与してい

る0-万, アメリカの学位は学問学位 (AcademicDegrees)と専門職学位 (Professional

Degrees)とに分類され,前者は一般には学力の水準を示すだけであるが,後者はそれぞれ該当

の専門職につくための基礎資格として機能すると言われており5),どちらかといえば前者のみと

も考えられるわが国の学位制度とは異なる面がある｡

わが国の多くの大学では,新旧いずれの学位 (旧称号を含めて)も ｢バチェラー,マスター,

あるいはドクター ･オブ ･専攻分野 (学部)｣の形に英訳しているようである｡しかしながら,

とくに経営学,教育学,法学,医学,薬学,工学,音楽などを専攻分野とする英米の上級学位

において,｢ドクター ･オブ ･専攻分野｣.のような英文で表記される学位は専門職学位であり,

特定の専門職資格と関連したそれぞれの分野で授与されることが多いと思われる｡修士レベル
▲

でも同様の形で,しばしば専門職と関連して授与されている｡これに対して,｢ドクター ･オブ

･フィロソフィー(Ph.D.)･オブ･あるいはイン･専攻分野｣は学問学位または研究学位(Research

Degrees)として授与され,専門職学位とは授与の要件や実質的な内容,水準が異なり,基本的

には19世紀におけるPh.D.の誕生にさかのぼる問題である｡館 2)5)によれば,欧米における｢ドク

ター ･オブ ･フィロソフィー｣のフィロソフィーと｢バチェラー ･オブ ･アーツ (B.S.)｣のア

ーツは,歴史的にはまったく同じもので,Ph.D.は中世の自由学芸 (アーツ)学部や哲学部が成

長して出すようになった学位であり,アーツに数えられる人文学,社会科学,自然科学の分野

の専攻者の博士として授与されるようになったという｡また,｢バチェラー ･オブ ･サイエンス

(B.S.)｣の起源は,フランスの総合技術大学 (ェコル ･ポリ･テクニク)にあり,学問を生か
′

し,社会へ応用できる人物の育成を目的として,その証明として自然科学,あるいは純粋科学

に限ることなく授けられたO

和田6)は,教育制度や組織のように国や大学で内容,水準などが異なり,社会あるいは学問の

あり方と深く結び付き,長い歴史をもっているものを外国語で表記することは難しいとしなが

らも,学位の英文表記を高等教育の国際化の進行にともなって克服すべき課題の1つに取り上

げている｡著者の専攻分野である工学においては,学位に付記する専攻分野が細分化されたと

いっても,授与される学位は学士 (工学),修士 (工学)ならびに博士 (工学)が多く,改定以

前の工学士,工学修士,工学博士とともに,大部分の大学ではそれぞれ ｢バチェラー,マスタ

ー,あるいはドクター ･オブ ･エンジニアリング｣ と英訳されているものと思われる｡しかし

ながら,アメリカにおいて,｢ドクター ･オブ ･エンジニアリング｣は専門職学位として取り扱

われる例が多く7)8),また ｢マスター ･オブ ･エンジニアリング｣はビデオ教材や衛星通信を利

用した放送教育などによって履修し,多くの場合は非実験系の工学分野で研究論文を提出する

ことなく,学外学位 (off-campusdegrees)として授与されている｡さらに大学院課程を基礎

とする博士および修士のレベルで内容や水準を日米で比較すると,わが国の博士および修士は

アメリカの学問学位に対応しており,｢ドクター ･オブ ･フィロソフィー (Ph.D.)･オブ ･あ

るいはイン･専攻分野｣や ｢マスター ･オブ ･サイエンス (M.S.)･イン･専攻分野｣に近い
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ものと考えられる｡したがって,ほとんどの大学が訳しているように,工学修士または修士 (工

学)をMasterofEngineeringとすることは,とくに発展途上国からの留学生の場合,誤解や

不満を生ずることが懸念されるC

これに対して,わが国の学位の英文表記はわが国独自のもので,すべてアメリカ式に追従す

る必要はないという意見もあるかもしれないが,国際社会に積極的に貢献するという立場から

ち,学位の英文表記は検討すべき重要課題の1つであると著者は考えているoそこで,本稿で

はアメリカにおける工学系の上級学位に注目し,学位の名称,授与要件などを,主として著者

が直接に訪問して調査したいくつかの大学を中心に説明する｡アメリカには大学数が極めて多

いので,僅かを実例のみでアメリカ全体について論じることには問題もあるが,比較的規模の

大きい州立大学を対象にしていることから,わが既の対応する学位との比較や英訳に対して何

らかの示唆を与えるものと期待している｡

2.アメリカにおける工学系の学位

2.1 工学系学位の誕生

本稿の目的はアメリカにおける学位,あるいはその制度全般の変遷を述べることではないが,

現行の工学系上級学位についてまとめるにあたり,工学系における学位 (degree)の誕生をい

くつかの資料3)4)9)から引用して説明する｡

ニューヨーク州のウエストポイントに1802年に創立されたアメリカ合衆国士官学校は,英語

圏諸国の中の最初の科学技術系の学校と言われているが,法律によってBachelorofScience

の学位授与権が与えられたのは1933年で,それまでは学位を授与していない｡最初の ｢工学の

学位｣を授与したのは,現在のレンセラー理工科大学 (RensselaerPolytechnicInstitute)

の前身であるレンセラー学校 (RensselaerSchool)である｡1824年に創立された同校は,1826

午,最初の卒業者にBachelorofArtsinRensselaerSchool[A.B.(r.S.)]およびMaster

ofArtsinRensselaerSchool[M.A.(r.S.)]という独特な学位を授与し,1832年に現在の

大学名に変わっても,1934年までは慣例として続けられた｡1835年には,BachelorofArtsに

代えて, 大学の理科系カリキュラムにとってはより適切なBachelorofNaturalScience

(B_N_S.)を取り入れているOこの1835年に,同校はさらにCivilEngineer(C.E., 土木工

学専攻)という学位を制定し,同年,4名の青年男子にこの学位を授与したOその後,Engineer

と呼ばれる学位としては,TopographicalEngineer(T.E., 地形測量工学専攻)が1860年に,

MiningEngineer(M且, 鉱山工学専攻)が1868年に,それぞれ初めて授与されたが,前者

は数年で中止されたO

ピッツバーグ大学(UniversityofPittsburgh)は,1787年2月28日に設立が許可されたPittsburgh

Academyに始まる｡この高等教育校は1819年には第2の勅許状によって,WesternUniversity

ofPennsylvaniaと名称を変更することが許され1908年には現在のキャンぺ久地に移ってUniversity

ofPittsburghとして知られるようになった｡1800年代の初期に,ピッツバーグ地区に多くの産
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業が発展するとともに,WesternUniversityofPennsylvaniaの科学技術に対する寄与がさ
■

らに増大することが望まれ,工学系コース設立の機運が高まった｡1843年にはLemuelStephens

が最初の工学教授としてl)クルー トされ,1846年,最初の "Engineer''学位が授与されたOピ

ッツバーグ大学における工学の創始者ともいえるStephensは,専門化した工学の学位課程の必

要性を評議員に強く印象づけ,1856年には工学部 (SchoolofEngineering)の分離独立が許

可された｡ 工学部は "Engineerl'学位を1868年まで授与してきたが,この年には土木 ･機械工

学のB.S.学位が始まった｡その後,1869年には鉱山工学,1890年には電気工学のB.S.学位がス

ター トした｡

Engineerの学位では,イェ-ル大学 (YaleUniversity)がCivilEngineer(C.E.)を1860

年に,またMechanicalEngineer(B.E.,機械工学専攻)を1873年にそれぞれ用いている0-

万,コ-ネル大学(CornellUniversity)は,1871年にBachelorofCivilEngineering(B.C.E.)

を,また1873年にBachelorofMechanicalEngineering(B.M且)をそれぞれ導入してい

るo

Masterと呼ばれる学位は,先述のとおり,1826年にレンセラー理工科大学が最初の卒業者に

授与しているOしかしながら,アメリカの大学は4年制のカレッジが中心で,当時は独立の大

学院制度はほとんど存在せず,1880年代以前から一部で使われてい-た修士号という名称は,覗

行のように研究を通じて取得する学位ではなかったこと10)などから,おそらく学士レベルの学

位であると思われるO現在のように上級学位に通じる大学院課程が開設されたのはより後のこ

とで,例えばピッツバーグ大学の大学院開設は1904年で,工学の大学院課程はその約10年後に

始まった｡アメリカにおける現行の修士レベルの工学系学位としては,1914年,MasterofScience

inAeronauticalEngineering(航空工学専攻)の学位がマサチューセッツ工科大学 (MIT)

で制定された｡

2.2 現行の工学系上級学位の概要

アメリカの学位の種類 と名称は極めて多様で,1992年現在,大学院レベルだけでも名称は

1,000種類近 くに及ぶという10)O種類数の大小は,もちろん専攻分野によっても差違はあるが,

1960年の資料4)によれば,工学系の学位の種類は,準学士や名誉学位,さらに偽の (spurious)

学位を含めて348に達している｡しかしながら,これらの中には,BachelorやMasterなどの学

位に続く専門分野の名称とその付記の仕方の相違も含まれているほか,広い意味での工学系分

野にわたっている｡本稿の目的は,それらを分類したり,解析するのではなく,工学系の学位

の種類と名称が大学院課程や授与の要件にどのように係わり合っているかをできるだけ明らか

にすることであるoしかしながら,わが国の学位には学位規則,そして大綱化されたといって

も大学等の設置基準による裏付けがあるのに対して,アメリカでは連邦全体の規則や基準は存

在せず,州や地域,さらに大学によって制度が異なるので,統一的に取り扱うことは困難であ

る｡そのほか学位授与の関係する部局として,アメリカの大学では,カレッジ (college)また

はスクール (school)がわが国の学部に相当し,それらを構成している学科 (department)が
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大学院学位を含む学位授与に係わる｡それに対して,わが国の大学院は ｢研究科｣および ｢専

攻｣というそれぞれ学部および学科とは別の組織になっているが,本稿ではアメリカの学位に

ついて述べるので,学部 ･学科で説明する｡

アメリカにおける学士レベル以上の学位は,学部学位(UndergraduateDegrees,Baccalaureate

Degrees)と大学院学位 (GraduateDegrees, Post-BaccalaureateDegrees)とに大別さ

れるとともに,前述のとおり学問学位と専門職学位の2種類に分類されるO大学によっては,

大学院学位のうち博士レベルのものを上級大学院学位 (AdvancedGraduateDegrees)とし

て独立させたり,専門職学位を学部,大学院に続く第3の学位として分類している｡多くの大

学では,B.S.やM.S.という学位に続けて付記する専攻分野の名称を要覧などに明記しているが,

アメリカの学位記には必ずしも記載されていないようである11)｡なお,本節のほか,第3章以

降において,学士および修士両レベルの学位では主専攻,すなわち学位授与の対象となる専門

分野を略号で表すことが多いが,それらは著者がいくつかの大学の例を参考にして,本稿用の

みに作成したものである｡略号と使用例を末尾にTablelで示す｡

ここで,工学系の学位を分類して,それぞれの概略を示す｡

(1)学部学位

学士レベルの学位では,BachelorofArts(B.A.)およびBachelorofScience(B.S.)

を基本的なものとして,工学系ではBachelorofSciencein-(B.S.-)として専攻分野(-)

を表示する大学が圧倒的に多い｡そのほかBachelorof-(B.-)やBachelorofEngineering

(B.E.)もあるが,これらはB.S.一に比べると学問学位よりも専門職学位の色彩が強い｡

(2)大学院学位 (修士レベル)

大学院修士レベルの学位では,MasterofArts(M.A.)およびMasterofScience(M.S.)

を基本的なものとして,工学系ではこれまで専攻分野(-)を表示したMasterofSciencein-

(M.S.-)が標準的な学位として考えられてきた｡しかしながら,大学院に入学する学生の学歴

(学部学位の種類など)や適性の多様化,そして学際領域-の専攻分野の展開などが進むととも

に,M.S.一以外のいくつかの学位が多くの大学で比較的共通性をもって授与されるようになっ

てきたO具体例は第3章で述べることにして,以下,代表的,あるいは共通的とも言える工学

系の学位を分類して示す｡

① MasterofScienceinaDesignatedEngineeringField(M.S.-)

この学位は,もっとも一般的で,多くの大学で授与されている｡各学科が提供する大学院授

業科目を主とした履修要件を満たし,学位論文 (thesis)を提出して審査に合格した者に授与さ

れる｡例えば,化学工学を主専攻とした者はMasterofScienceinChemicalEngineering

(M.S.ChE.)となる｡近年は,このような課程を論文課程 (ThesisProgram)として,論文

を提出しない非論文課程 (Non-thesisProgram)を区別したり,大学院の主専攻と同一の分

野のBachelorの学位の保持者に限って授与する大学もある｡
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② MasterofDesignatedDiscipline(M.-)

近年,工学系の学位として授与する大学が多くなってきたように思われるO主専攻を化学工

学とした者に例をとると,MasterofChemicalEngineering(M.ChE.)となる｡①のM.S.-

の学位授与を論文課程修了者に限り,非論文課程を終えた者にこのM.-の学位を授与する例が

見られる｡また,大学院の主専攻と異なる工学の分野でBachelorの学位の保持者に授与する大

学もあるが,そのような学生は主専攻の学部カリキュラムで認定された条件を満たしていない

ので,大学院で特定の学部科目を履修することが義務づけられ,必然的に時間の関係で非論文

課程に該当することがあるO

③ MasterofScienceinEngineeringScience(M.S.ES.)

アメリカにはエンジニアリング･サイエンスを1つの専門分野として,工学部の担当で学位

を授与する大学がある｡この分野の定義や範噂を的確に説明することは容易ではないが,工学

原理を応用した科学の種々の分野と工学との間の境界の学問領域を指すものと解される｡学際

領域であるので工学部の特定学科が他の学科か自然科学系の他学部と共同して,学位授与に係

わることが 多い｡

④ MasterofScienceinEngineering(M.S.E.)

この学位は,大学院の主専攻と異なる工学の分野のBachelorの学位の保持者,工学以外の課

程で受けたBachelorの学位の保持者,あるいはABETの認定を受けたBachelorの学位を保持

しない者などを対象にするようであるが,大学によって要件が異なるO

なお,著者が昭和60年にフィラデルフィア(Philadelphia)市のペンシノレべニア大学(University

ofPennsylvania)を訪問した際,同大学の工学 ･応用科学部 (SchoolofEngineeringand

AppliedScience)では,生物工学,化学 ･生化学工学,土木工学,コンピューター ･情報科

学.電気工学 ･科学,機械工学 ･応用力学,材料工学,ならびにシステム工学の8つのグルー

プがこのMasterofScienceEngineering(M.S.E.)の学位を授与していることを知ったO上

記のグループは専攻の区分に相当するものと思われるが,その専門分野を表示することなく,

まとめて1つの工学のM.S.学位を授与している点は興味深く,わが国の工学修士または修士(工

学)の英訳にあたり,参考にする価値があるものと考えている｡

⑤ MasterofEngineering(M.E.)

わが国の工学修士や修士 (工学)の英訳を連想しがちであるが,アメリカでは専門職学位に

分類されたり,専門職指向で技術的 ･経済的側面を強調した課程の修了者に授与されることが

多いO学外学位として授与する大学が多く,科目単位取得が主な要件で,プロジェクト･レポ

ー トは課せられても,研究論文を要求しない｡

(3)大学院学位 (博士レベル)

大学院博士レベルの学位では,文系 ･理系を問わず,DoctorofPhilosophy(Ph.D.)が標

準的な学問学位であり,M.A.およびM.S.よりもさらに専門化し,研究色が強いoPh.D.でら専

攻分野を表示してDoctorofPhilosophyin-とする場合もあるが,要覧などではMasterは
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ど詳しく記載していない大学が多い｡このレベルの工学系の学位は,しばしば専門職学位に分

類される学位を含めると次のようになる｡

① DoctorofPhilosophyinaDesignatedEngineeringFieldDegree

この学位は,工学分野の1つの課程を達成しようと努める学生に授与される｡この学位を取

得する学生は,指示された分野で十分な基礎を実証しなければならない｡

② DoctorofPhilosophyinEngineeringScienceDegree

この学位は,とくに独立して分類されるとは限らないが,工学に密接に関連した学際的専門

領域で博士を目指した研究に従事し,科学の1領域と工学の1領域という2つの学問分野での

熟練が求められる｡

③ DoctorofEngineering(D.Eng.)

わが国の ｢工学博士｣や ｢博士 (工学)｣の学位はこのように英訳されているが,取得要件な

どの内容は必ずしも同等ではない｡アメリカでこの学位を授与する大学は少ない｡カリフォル

ニア大学バークレイ校のD.Eng.の課程は,近代的な多領域の問題を解決し得る技術者に対する

社会的要求に応えることを目的として確立されたもので,研究よりも設計,開発,経営などに

焦点を合わせているという12)｡学位取得の要件として,設計や開発のプロジェクト2年間のう

ち,12-15ケ月は企業または政府機関における実地研修 (Internship)に当てられる｡専門職

学位として分類するほうが妥当かもしれない｡

(4)専門職学位

経営学,教育学,神学,法学,医学,歯学などを専攻分野とする修士および博士レベルの学

位は,Masterof-およびDoctorof-のように表され,MasterofBusinessAdministration

(M.B.A.),DoctorofEducation(Ed.D.),DoctorofMedicine(M.D.)などがその例で

ある｡館 7)によれば,カリフォルニア大学バークレイ校工学部では,工学と応用科学に重きを置

いた学習に対しては学問学位であるM.S.とPh.D.を授与し,高度な専門職的な学習に対しては専

門職学位であるM.E.とD.Eng.を授与するとしているoそのほか,中間的学位として分類される

EducationSpecialist(Ed.S.)などを含めて,これらは学問学位のM.S.やPh.D.とは取得の目的

や要件を異にする専門職学位である｡博士レベルの専門職学位については,近年,伝統的なア

カデミックなプログラムと専門職プログラムとの境界が必ずしも明確でなくなってきている10)

とか,専攻分野によっては,Ph.D.学位も専門職学位も内容はほとんど同じで論文の題名がやや

違う程度では,それぞれの評価を高めることは難しい13)という意見も出されている｡

工学系の専門職学位は,学問学位と重複するものを含めて次のようになる｡

① MasterofEngineering(M.E.)

大学院学位で修士レベルのMasterofEngineeringは,専門職学位の範噂に入るものと思わ

れる｡1968年 1月,アメリカ工業教育協会(AmericanSocietyforEngineeringEducation)

はE.A.Walkerを委月長とする工学教育の目標委具合(CommitteeonGoalsofEngineering

Education)の最終報告を発表し,専門職学位を改訂しようとする大きな努力を示して,Master
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ofEngineeringの学位を重視した｡

② DoctorofEngineering(D.Eng.)

館 7)も指摘しているように,Spurr3)は｢工学はPh.D.が高い威信をもつ自由学芸と科学(arts

andsciences)に関連した専門職の好例である｡DoctorofEngineeringを授与しているの

は,ほんの少数であるo｣と説明している｡1968年のアメリカ工業教育協会目標委員会の最終報

告は,D.Eng.の学位課程の利点は,実務的,かつ象徴的な面にあり,総合大学ではPh.D.のよう

な全学的な管轄から離れることにあることを示唆しているOさらに,カリフォルニア大学バー

クレイ校では,Ph.D.とD.Eng.という選択可能な2種の博士レベルの学位を授与しているが,約

10%だけがD.Eng.の学位を選んでいるに過ぎないことを指摘している｡しかしながら,同報告

書は,Ph.D.の学位は純粋を学問領域における最高の権威であり,その権威は1世紀以上にわた

って学術界によっで慎重に擁護されてきたが,工学のような応用領域の学界にはほとんど関係

がなく,工学はこの借り物の権威を切 り離すことにより,失うものより得るもののほうがはる

かに大きいとして,D.Eng.に期待を寄せている｡

③ Engineer

わが国にはこれに相当する学位は無いが,｢技師｣と訳されている2)｡ノースカロライナ州立

大学のEngineer,ユタ大学のElectricalEngineerなどであるが,詳細は第3章のそれぞれの

大学の項で述べる｡

アメリカ工業教育協会目標委貞合は1968年の最終報告8)において,修士および博士各レベルの

中間に位する学位としてEngineerの学位を挙げている｡それによると,まず,過去において,

この種の名称をつけた学位があり,5年程度の経験を有し,自身の仕事に関する論文を提出し

た実務技術者に授与されていたことがあるが,これは在学を要件としない学位で,大学院にお

ける学習は含まれていない｡この学位は,専門職界と学術界の双方からの勧告によって,当時

すでに実質的に解消していたという｡そこで,当委貞会は,専門職学位の改訂に大きな努力を

払い,工学の分野では,第1専門職学位が学士レベルから修士レベルに移動する傾向にあるこ

とを指摘して,Engineerという大学院レベルの中間学位を十分に活用することを推奨している｡

このEngineer学位の課程は,修士および博士レベルの学問学位と同じ課程に沿っていることも

あり,一方では,別個の学位課程としてPh.D.の学位にはつながらないこともある｡

Spurr3)によれば,ミシガン大学におけるEngineerの学位の評価では,各学科ごとの基準にか

なりの差異があり,いくつかの学科はPh.D.の取得に失敗した学生にこの学位を残念賞として授

与しているのに対して,大部分の学科はこの学位を設計を指向したまともな6年間学位として

取り扱っている｡さらに,1つの学科は,Engineerの学位を事実上はPh.D.と同様に時間と努

力を要求するものとして学生を落胆させているという｡この学位については,同一の学科を基

礎に置きながら,大学院からPh.D.を,そして専門職学位を授与するプロフェッショナル ･スク

ールからEngineerを,B.S.とPh.D.の中間において与えるだけでは,これら2つの学位は序列

になってしまい,学術的学位と専門職学位との特色をそれぞれ発揮するには至っていないので

はないかということが懸念されている13)0

- 10-



Tablel 学位に付記する主専攻 (専攻分野)と略号

主専攻 (専攻分野)

AerE

AgE

AE

BE

BAE

BME

BME-emph

CerE

ChE

CE

ConE

ConMg

Con-opt

CpE

CpS

EE

E

ECh-opt

EMg

EMec

EO

EPhy

ESci

EnRes

EnvE

FueE

FMfMg-opt

Gen-Opt

GeoE

IE

InMfSyE

MfSyE

MSE

MetE

Met

ME

MinE

AerospaceEnglneerlng
●
AgrlCulturalEnglneering

ArchitecturalEngineering

Bioenglneerlng
■

BiologicalandAgriculturalEnglneerlng

BiomedicalEngineering

withanemphasisonBiomedicalEngineering

CeramicEngineering

ChemicalEngineering

CivilEngineering

ConstructionEngineering

ConstructionManagement

ConstructionOption

ComputerEngineering

ComputerScience

ElectricalEnglneerlng
●

Englneerlng

EngineeringChemistryOption

EnglneerlngManagement
● ●
EnglneerlngMechanics

EngineeringOperations

EnglneerlngPhysICS

EngineeringScience

EnergyResources
●

EnvironmentalEnglneering

FuelEnglneering

FurnitureManufacturingandManagementOption

GeneralOption

GeologicalEngineering

IndustrialEnglneering

IntegratedManufacturingSystemsEnglneering
■

ManufacturingSystemsEngineering

MaterialsScienceandEngineering

MetallurgicalEngineerlng

Metallurgy

MechanicalEnglneering

MiningEngineering

r lil-



主専攻 (専攻分野)

NucE

OceE

OR

PetE

PW

TE

NuclearEngineering

OceanEngineering

OperationsResearch

PetroleumEngineering

PublicWorks

TextileEngineerlng

例示

M.S.ChE∴MasterofScienceinChemicalEngineering

M.S.MSE.:MasterofScienceinMaterialsScienceandEngineering

M.MSE.:MasterofMaterialsScienceandEngineering

M.IE.:MasterofIndustrialEngineering

M.E∴MasterofEngineering

M.S.ES.:MasterofScienceinEngineeringScience

M.Phil.,Ph.D.,その他Doctorについては.専門分野を付記しないC

3.諸大学における工学系学位の事例

本章では,著者が訪問したいくつかの大学を主な対象として,工学系学位の種類を専攻分野

と授与する学科などで分類して表示し,共通性を整理したり,当該大学にとって特有の事例を

挙げて説明を加える｡ とくに,わが国における大学院重点化および国際化の趨勢を考慮して,

学位の種類の多い修士レベルを中心とした上級学位を取 り扱うことにする｡学部学位と博士レ

ベルの学位については,特記すべき事項を除き,詳細は省略する｡

3.1 南フロリダ大学

南フロリダ大学 (UniversityofSouthFlorida)は1956年に創立されたフロリダ州立の大

学で,設立当初は単一キャンパスで学部教育のみを行っていたが,現在では5つのキャンパス

に,lo挙部,35,000名の学生を擁するフロリダ州立第2の総合大学である｡ 主キャンパスはタ

ンパ (Tampa)市のダウンタウンの北東約10マイルの所にあり,広大な面積を占めている｡

南フロリダ大学には,基礎および応用の両面に対応して種々の学位課程があり,現在,学士

レベルで77,修士レベルで87,そしてDoctorofMedicine(M.D.)を含む博士レベルで22種

類にも及ぶ学位を授与している｡授与する学位は次の4種,すなわち(i)学部学位,(ii)大学

院学位,(iii)上級大学院学位,および (iv)専門職学位に分類されている｡工学系では,工学

部(CollegeofEngineering)に属する,化学工学(ChemicalEngineering),土木工学 ･力学

(CivilEngineeringandMechanics),コンピューター科学 ･工学(ComputerScienceand

Engineering),電気工学 (ElectricalEngineering),工業 ･経営システム工学 (Industrial

andManagementSystem Engineering),および機械工学 (MechanicalEngineering)の

6学科がTable2に示す学位を授与している14)15)a
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Table2 南フロリダ大学が授与する工学系の学位

主専攻 学位を授与する学科等 学位の種類

化学工学(生物工学コースを含む) 化学工学科 B.S.ChE.,M.S.ChE.,M.ChE.,Ph.D.

土木工学 土木工学.力学科 B.S.CE..M.S.CE.,M.CE..M.E..Ph.D.

コンピューター工学 コンピューター科学.工学科 B.S.CpE.,M.S.CpE.,M.E.,Ph.D.

コンピューター科学 コンピューター科学.工学科 B.S.CpS.,M.S.CpS.,M.E..Ph.D.

電気工学 電気工学科 B.S.EE.,M.S.EE.,M.EE.,M.E.,Ph.D.

工学 各学科 B.S.E.,M.S.E.

工業経営学 工業.経営システム工学科 M.S.EMg.

エンジニアリング.サイエンス 各学科 B.S.ES.,M.S.ES.,Ph.D.

生産工学 工業.経営システム工学科 B.S.IE..M.S.IE.,M.IE.,M.E.,Ph.D,

南フロリダ大学工学部は,工学と応用科学の分野で大学院課程を提供しており,とくにMaster

の学位の種類は他の大学に比して多いと思われる｡また,エンジニアリング ･サイエンスにか

なり重点を置いているようで,MasterもPh.D.もともにこの主専攻を指定した学位を1つの種

類として分類している｡いくつかの特徴を以下に述べる｡

(1)Masterの学位の種類

Masterの学位は専門の1分野で学士の学位以上の高度な研究を行った者に授与される｡Master

の学位を目標にする課程は工学指向 (Engineering-oriented)型とエンジニアリング ･サイエ

ンス (EngineeringScience)型に分けられ,各学科は学生の学歴と学習した特定の課程によ

り,授与する学位を決定するo

① MasterofScienceinDesignatedEngineeringField

この学位は,工学指向型の学位の 1つで,一般に,指示された工学の分野でBachelorの学位

を保持し,論文課程を履修したMasterコースの修了者に授与される｡MasterofSciencein

ChemicalEngineering(M.S.ChE.)などである｡

② MasterofScienceinEngineeringScience(M.S.ES.)

この学位は,文字どおりエンジニアリング ･サイエンス型であり,工学とその他の学問領域

の間の境界,すなわち学際的分野における研究成果に結びつ くものである｡この学位課程には,

工学原理とそれを物理科学,生命科学,社会科学,環境科学,応用数学,および生物工学のよ

うな種々の分野に応用したものとを組み合わせたものが含まれ,厳密な科学的および工学的な

原理 と実際の面で,基礎をしっか りと身につけることが期待される｡工学部のいくつかの学科

や他の学部との協力で授与され,一般に,論文課程の修了に対して授与される｡工学部の各学

科は,学生のニーズに個々に合わせて,このM.S.ES.の学位を授与する権限が認められている｡
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③ MasterofScienceinEngineering(M.S.E.)

この学位は,工学指向型の学位の1つで,一般に,工学の分野で学部学位を保持するか,あ

るいは工学以外の課程で受けたBachelorの学位を保持し,規定された一連の学部工学コースを

終えたMasterコースの修了者に授与される｡論文課程である｡このM.S.E.の学位についても,

学生のニーズに個々に合わせて,授与する権限が工学部の各学科に認められている｡関係学科

のこの学位への対応は次のとおりである｡

(i) 土木工学 ･力学科では,ABET (Accreditation Board for Engineering and

Technology)が認定した土木工学の学士の学位を保持しない学生に授与するが,詳細は後に述

べる

(ii)機械工学科では,地元産業のフルタイムの従業月で;主としてFEEDS(FloridaEngineering

EducationDeliverySystem)ネットワークを通して授業科目を履修した者に授与する｡FEEDS

については第4章で述べる｡

(iii) 化学工学科,コンピューター科学 ･工学科,電気工学科,機械工学科,工業 ･経営シ

ステム工学科では,共通必修 (コア)18単位,選択18単位でM.S.inEngineeringwith a

ManufacturingSystem Optionを授与している｡この学位の管理は工業 ･経営システム工学

科が行っており,ロボット工学,オー トメーション,CAD,CIM (Computer lntegrated

Manufacturing),制御システム,ソフトウエア ･システム,-- ドウエア ･システム,および

製造システムに重点を置いた分野における真の意味での学際的学位である｡共通必修 (コア)

授業科目を履修した学生は,上記のうちの1つの学科で選択授業科目を選び,その学習に専念

することができる｡あるいはいくつかの学科から選択科目を選ぶことにより,上記の重点分野

の1つで徹底的な知識を習得するように選択することができるO

④ MasterofDesignatedDiscipline

この学位は,一般に,主専攻分野で学部学位を保持し,全教科学習課程を履修した者に授与

される｡MasterofChemicalEngineering(M.ChE.)など,コンピューター科学 ･工学科

以外の学科で授与している｡

⑤ MasterofEngineering(M.E.)

この学位は,一般に,工学の分野の学部学位を保持するか,あるいは規定された一連の学部

工学コースを終えており,全教科学習課程を終えたMasterコースの修了者に授与される｡土木

工学 ･力学科における具体例を次項に述べるo

(2)同一学科が授与する種々のMasterの学位間の相違

南フロリダ大学工学部には,前述のとおり5種類の修士レベルの学位がある｡学部内のすべ

ての学科が複数の学位に係わり,課程,学生の学歴,修得単位などにより,要件に従った学位

を授与している｡そこで,土木工学 ･力学科が授与を担当する学位を例に,取得要件の違いを

説明する｡
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① M.S.CE.およびM.S.E.

土木工学 ･力学科ではMasterofScienceinCivilEngineering(M.S.CE.)およびMaster

ofScienceinEngineering(M.S.E.).を研究指向の学位に位置づけており,この課程の修了

要件は次のとおりであるO

(i) 最低24単位の授業科目履修と6単位の学位論文,あるいは最低27単位の授業科目履修

と3単位の工学プロジェクトが必要である｡

(ii)ABETが認定した課程から土木工学の学士の学位を受けた学生はM.S.CE.を取得でき

るO

(iii)ABETが認定した土木工学の学士の学位を保持しない学生はM.S.E.の学位を取得するo

M.S.CE.およびM.S.E.両学位課程における論文研究またはプロジェクトの目的は,工学に関

係し,工学専門職にとって興味ある課題の研究分野について,学生が問題点を明らかにし,忠

入りに調査し,評価し,そして報告書を作成する能力を学生に教授することにある｡

@ M.CE.

土木工学 ･力学科が授与するMasterofCivilEngineering(M.CE.)の学位は,土木工学

の専門職実務指向の学位で,希望する学生が自由に選択できる｡M.CE.はデザインや工学実務

の非技術的観点の両方を強調するもので,M.S.CE.およびM.S.E.との要件の違いは次のとおり

である｡

(i) デザイン科目で最低18単位の履修が必要である｡

(ii) 経営学,管理学,公共政策,科学技術コミュニケーション,および環境学のような専

門職実務に関連する非工学分野における学習が必要である｡

(iii) プロフェッショナル ･エンジニア (P.E.)登録のための第1段階としてのFE試験に関

与する (第4章参照)0

(iv)M.CE.の学位を受ける前に最低 6か月の就業経験または研修期間が必要である｡ 就業

経験の要件を満たすために,土木工学 ･力学科はアメリカ土木学会のフロリダ支部との協力で,

適当な職を指定して学生を援助することもある｡この職業研修の要件を満たすのは,学内の要

件を終了する前でも途中でも,あるいはその後でも良い｡

@ M.E.

MasterofEngineering(M.E.)の学位は,学生が授業科目履修のみによって取得できる上

級学位である｡最低の科El履修の要件は33単位であるoこの学位は,学位の要件が達成される

前に少なくとも2年の土木工学関連の就業経験をもつ学生のために企図されたものであるC就

業経験には工学的報告書の準備を含む｡この学位は,就業義務のためにプロジェクトや学位論

文研究を行うことが困難と思われるパー トタイムの学生に勧められる｡土木工学 ･力学科の大

学院授業科目のすべては,週日の夜間に開講されるので,パー トタイムやFEEDSの学生が大学

院学位を取得することを可能にしている｡
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(3)Doctorの学位の種類

DoctorofPhilosophy(Ph.D.)の学位は,独創的,かつ重要な研究を行い,報告する適性

と能力を学術的に実証したことを認めた場合に授与されるO学士や修士レベルの学位とは異な

り,Ph.D.の学位は大学院在学期間にわたるコース単位の累積だけによっては取得することがで

きない｡適性を得るための適切な基礎となる準備の後,学生は選択した工学の分野において信

頼できる研究を達成し,著作論文を完結して,研究能力を実証しなければならないb学位論文

は,学生が論理的に判断する能力,重要で独創的な研究に従事する素質,そして専門家として

のや り方で結論をまとめて発表する能力をもつことを立証しなければならない｡このような条

件は南フロリダ大学に限るものではない｡

先述のとおり,エンジニアリング･サイエンス重視は同大学の特徴の 1つと思われ,Ph.D.の

学位は次のように分類される｡

① DoctorofPhilosophyinDesignatedEngineeringFieldDegree

この学位は,化学工学,土木工学,コンピューター科学 ･工学,電気工学,生産工学,なら

びに機械工学という工学分野の 1つで課程を学修している学生に授与されるD この学位を取得

する学生は,指示された分野で十分な基礎を実証しなければならない｡

② DoctorofPhilosophyinEngineeringScienceDegree

この学位課程は,工学に密接に関連した学際的専門領域で博士レベルの学修を目指した研究

に従事しようとする学生のニーズに応えて企図されたものである｡一般に,この課程の学生は

科学の1領域と工学の 1領域という2つの学問分野で熟達することが期待されるoLたがって,

この課程は 2つの学科が共同して運営し,学生の学習,試験,ならびに学位論文研究を協力し

て監督する｡

3.2 マイアミ大学

マイアミ大学 (UniversityofMiami)は1925年に創立された私立大学である｡フロリダ州

南端のコラル ･ゲ-ブル (CoralGables)市に所在する｡大学院,建築学部,学芸 ･科学学部,

経営学部,コミュニケーション学部,継続教育学部,教育 ･同系専門職学部,工学部,大学院

冨際研究科,医学部,海洋 ･大気圏学部,音楽学部,看護学部,および法学部の14の学部から

構成されている｡

マイアミ大学が授与する工学系の学位をTable3に示す16)17)0

Table3 マイアミ大学が授与する工学系の学位

主専攻 学位を授与する学科等 学位の種類

生物工学 生物工学科 M.S.BE.,Ph.D.

土木工学 土木.建築工学科 B.S.CEりM.S.CE.,Ph.D.,D.A.

建築工学 土木.建築工学科 B.S.AE.,M.S.AE.,Ph.D.
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主専攻 学位 を授与する学科等 学位の種類

電気工学(コンピューター工学課程) 電気 .コンピューター工学科 B.S.CpE.,M.S.CpE.,Ph.D.(ECpE)

エンジニアリングサ イエンス(一般) 工学部,学芸 .科学学部 B.S.ES.(Gen-opt)

エンジニア1レグサ イエンス(工業化学) 工学部,学芸 .科学学部 B.S.ES.(EChopt)

エンジニアリング.サイエンス(生物工学) 工学部,医学部 B.S.ES.(BME-emph)+M.D.

生産工学 生産工学科 B.S.ⅠE.,M.S.ⅠE.,Ph.D.(Ergonomics)

機械工学 機械工学科 B.S.ME.,M.S.ME., Ph.D.,D.A.

マイアミ大学の工学部 (CollegeofEngineering)は1947年に設立され,亜熱帯地域におけ

る活力ある都市成長という特徴を活かした課程を工学部内に展開してきている｡工学部には,

土木 ･建築工学 (CivilandArchitecturalEngineering),電気 ･コンピューター工学,生産

工学 (ⅠndustrialEngineering),機械工学 (MechanicalEngineering),海洋工学 (Ocean

Engineering)の5学科があり,建築工学,土木工学,電気工学,エンジニアリング･サイエン

ス,生産工学,および機械工学の分野において,学位取得に至るカリキュラムを単独で提供し

ている｡学生が学際分野,学科内の専門化した分野,そして全 く異なる2分野で学修すること

は,選択課程や同時2学位課程によって可能である｡コンピューター工学課程は電気 ･コンピ

ューター工学科が,また,コンピューター支援製造課程 (ComputerAidedManufacturing

program)は生産工学科がそれぞれ提供している｡生物工学と海洋工学の課程は,他学部との

共同で担当している｡なお,建築工学,土木工学,電気工学,生産工学,および機械工学の各

課程は,ABETの認定を受けている｡

大学院課程は,伝統的分野と学際分野の両方を学修して学位を取得できるようになっている｡

M.S.の学位課程には,生物工学,土木工学,コミュニケーション ･宣伝,電気 ･コンピュータ

ー工学,工業経営学,環境工学,生産工学,機械工学,海洋工学,構造工学,輸送工学,なら

びに熟 ･流体科学の専門化した各分野が含まれている｡

Ph.D.の学位は,生物工学,土木工学,電気 ･コンピューター工学,および機械工学で授与し

ており,これらの分野に興味のある学生は,海洋工学で副重点分野をとることができる｡Ph.D.

課程には,学科間にまたがる大学院学修が可能であり,十分に資格のある学生が,学際間を横

断した特権的で個性を活かした課程で学ぶことを認めている｡

マイアミ大学の工学系学位に関して,特徴のある問題点を以下に述べるO

(1)エンジニアリング･サイエンス専攻

アメリカには純粋科学と応用科学の間のギャップを埋めるため,エンジニアリング･サイエ

ンスの上級学位を授与する大学が多いが,マイアミ大学では学部学位課程にこの専攻を設けて
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いる上,化学系の選択があり,また別に述べるB.SノM.D.6年課程に参画しているという特色が

ある｡

学部のカリキュラムは,数学,物理学,および化学において十分な基礎学力とオ能によって

支えられるエンジニアリング･サイエンスにおいて,学生がしっかりとした基盤を築くように

展開されている｡加えて,各学生は,建築,土木,生物,電気,生産,あるいは機械の各工学

分野の少なくとも1つ,あるいは数学,物理学,または化学における専門化した1領域を選ぶ

ことができる｡基礎科学と応用科学の両方で十分に基礎を身につけることにより,学生は,辛

業に際して,学生が専門化した分野における責任を負い,また,大学院学修を通して学生の職

業上の展開を続けることに十分備えるものと考えられる｡

B.S.ES.の学位を取得するためのカリキュラムは,次の2選択に分けられる｡

(i) 一般選択 :数学,物理学,および化学,ならびにそれらの周辺として材料工学,流体

力学,電気回路,電磁放射などの授業科目を履修する｡

(ii) 工業化学選択 :アメリカ化学会の承認を受けた専門職化学課程であり,主として工業

化学系の授業科目を履修する｡学芸 ･科学学部でも選択が可能である0

そのほか,エンジニアリング･サイエンス課程の授業科目系列に,指定された生物学の2科

目を加えると,基本的な医学部進学 (premedical)の要件が満たされる｡さらに遺伝学とか生

化学のような特定の科目は,いくつかの医学部で入学に必要になることもある｡

(2)生物工学専攻

生物工学 (BiomedicalEngineering)は,工学を生命科学と生態系に応用した分野として,

人工器官 ･肢,生物医学計測,医学研究 ･診断におけるコンピューターの使用,臨床工学,心

臓血管,流動系,ならびに呼吸系研究など,広い専門領域を包含している｡

学部段階において,生物工学は土木工学科,電気 ･コンピューター工学科,および機械工学

科で選択できる｡このような選択は,学生が (a)生物工学における専門職業務,(b)医学部への入

学,ならびに(C)大学院生物工学専攻への入学などの準備に役立てることができる｡この課程は,

工学系学生を医学分野に結びつけて,学生が生命科学者および臨床医と通じ合ったり,その人

達の問題を理解できるように,独特な形に構成された統一医科学授業科目を提供している｡

本課程の学生は,さらに,都市構造,都市計画,輸送,事故防止,大気 ･水汚染,海洋生物

学,ならびに水中船および宇宙船の生命維持システムなどの生命工学的観点において雇用の機

会に関心をもち,挑戦することができる｡したがって,学修中でも,工学部と医学部における

学際的研究プロジェクトでパー トタイム就労の機会がある｡

工学部は生物工学で2つの主専攻を提供している｡この2主専攻を達成するためには,学生

は,並行して,基礎工学課程の1つにおける主専攻,生物工学の専門科目として指定された8

科目の中から,必修科目履修12単位と選択科目履修12単位を含めて,プラス科目24単位を修得

しなければならない｡なお,この全24単位のうち,少なくとも12単位は学部4年またはそれ以

上のレベルの授業科目でなければならない｡
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生物工学コースは,それぞれ所属する学科の承認にあたり,数学,物理学,および化学の素

養をもつ学生に開かれている｡

大学院における生物工学課程も医学部と協力して,(a)生物医学機器計装と人工器官,(b)診断

問題および病院情報システムへのコンピューターの応用,(C)病人看護と健康保健交付における

問題に応用した生理学的システム解析に応用される工学原理,(d)臨床工学,ならびに(e)自動化

した細胞学と細胞分析という5つの基礎的分野を取り扱っている｡この分野ではM.S.とPh.D.の

学位が授与されるが,Ph.D.を取得するに当たっては,少なくとも15単位は生物医学的なもので

はなく,工学部の学科における大学院履修でなければならない｡

(3) 海洋工学専攻

海洋工学 (OceanEngineering)の学位を授与するのは,マイアミ大学の位置からいって当

然のことではあるが,1つの大きな特色である｡すべて工学部が海洋 ･大気圏科学部(Rosenstiel

SchoolofMarineandAtmosphericScience)と協力している｡生物工学専攻と類似点が

多い｡海洋工学で2つの主専攻を得るには,学生は生物工学と同様な科目履修が求められてい

る｡そのほか,学部における海洋工学選択が土木 ･建築工学科,電気 ･コンピューター工学科,

および機械工学科で提供されており,産業界で働 くために海洋環境を十分に理解し,あるいは

大学院で海洋工学課程を学習しようとする学生が選択できるように計画されている｡大学院で

は,海洋工学におけるM.S.学位のためには,大学院レベルの学修で平均成績''B''またはそれ以

上で最低30単位が必要である｡この30単位は,24単位の授業科目履修と6単位の論文研究に分

けられる｡要求される単位のうち少なくとも9単位は600番台の大学院授業科目でなければなら

ない｡

(4)Masterの学位の取得要件

マイアミ大学の大学院学生は,主専攻分野または重点分野で大学院レベル(500番台またはそ

れ以上)の授業科目履修が必要である｡しかしながら,主専攻の学科または主重点課程が承認

し,500番台以下の科目については,(a)全大学院授業科目が24-30単位ならば最大3単位まで,

および(b)全大学院授業科目位が31単位以上ならば6単位まで,という限度が守られるならば,

学生はどのようなレベルの科目でも,主専攻の必修ではなく選択単位として修得できる｡マイ

アミ大学における修士レベルの工学系学位は,例えば南フロリダ大学のように種々のタイプの

Masterの学位が用意されているのではなく,各主専攻のMasterofScienceのみである｡しか

しながら,学位論文の有無によって取得要件が次のように異なる｡

① 論文選択の場合

(i) 平均成績評価 "B"またはそれ以上で,承認された統合プログラムで "C"以下が無い

最低30単位が必要である｡

(ii) 少なくとも9単位は大学院授業科目の600番台でなければならない0

(iii) 必要な30単位のうち6単位は論文作成で修得しなければならない｡
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(iv) 論文防衛 (defense)における口頭試問｡

② 非論文選択の場合

(i) 平均成績評価 "B"またはそれ以上で,承認された統合プログラムで "C"以下が無い

最低36単位が必要である｡M.S.inEngineeringManagementの場合は,少なくとも18単位

は主専攻と重点関連工学分野で修得しなければならない｡また,少なくとも12単位は経営学で

承認された科目の中から修得しなければならない｡

(ii) 少なくとも12教科単位は600番台でなければならない｡

(iii) 大学院学修の最低18単位修得後,口頭試問または筆記総合試験,あるいは両方に合格

することが必要である｡

(5)Doctorの学位の取得要件

マイアミ大学の工学部が授与する博士レベルの学位には2種類あるので,それぞれの取得要

件を述べる｡

① DoctorofPhilosophy(Ph.D.)

36科目単位が最低の要件であり,全単位の半数以上は大学院学生のために開講された科目で

なければならない｡少なくとも24単位は,マイアミ大学に在学して修得する必要がある｡

授業科目とセミナーから少なくとも24単位は,M.S.学位の要件以後に取得しなければならな

い｡適切な外国語の読解力,あるいは余分の "研究手段 (researchtool)"科目履修3単位取

得が必要である｡Ph.D.学位取得候補者は,総合資格試験の準備で,学修の適切な統合プログラ

ムを終えることが期待される｡そのような準備は,ふつう,学士の学位取得後 2学年が必要で

ある｡資格試験の後2,3年は,ふつう,受理可能な論文の完成のために必要であろう｡その後,

最終口頭試問が許される｡

② DoctorofArts(D.A.)

DoctorofArtsの学位課程は,Ph.D.の学位課程と同じ力量の学生のために企図されたもの

である｡しかしながら,高等研究におけるよりもカレッジ教職により興味のある学生に向けた

ものである｡学士レベルの学位取得後,78単位が必要で,そのうち少なくとも48単位は主専攻

または同系列分野,12単位は高等教育,そして9単位は研修およびプロジェクトでなければな

らない｡ ●

(6)工学部が授与するD.A.の学位

マイアミ大学では,博士レベルの学位としてPh.D.のほかに,工学部でありながら2つの学科

が次のようにDoctorofArts(D.A.)の学位を授与している｡このことは,わが国の学位につ

いての感覚からはやや異様である｡

(∋ 土木 ･建築工学科のD.A.課程

この課程は,高等研究を必要としない教職に従事しようとする学生のために設けられたもの

で,学士の学位取得後,78単位が必要である｡このうち48単位は主専攻か同系統,12単位は高
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等教育,そして9単位は研修とプロジェクトの各分野でなければならないO

(診 機械工学科のD.A.課程

この課程は2年制または4年制のカレッジ,大学などで学部の工学教員職を目指す学生のた

めに設けられたものである｡D.A.課程は,組織に違いがあり,広範囲にわたる内容の分野にお

ける教職能力を育成を指向とすることを重要視しなからも,Ph.D.課程と並行している｡学習課

程は,(a)Ph.D.と同じレベルで重点分野の学習,(b)専門職教育に関連する分野の学習,(C)専門的

研究,(d)学部教職研修,および(e)試験より構成されているO

3.3 アイオワ州立大学

アイオワ州立大学(iowaStateUniversity)は,アイオワ州の州都デモイン(DesMoines)

の北,約30マイルの′トさを町エイムズ(Ames)に所在する01858年にIowaAgriculturalCollege

andModelFarmとして設立され,1864年には合衆国最初の無償払い下げ用地カレッジとなっ

た0第1回の学位記授与式は1872年に行われ,26名が卒業した｡大学院教育もほとんど同時に

始まり,最初の大学院学位は1877年に授与されたが,大学院が公式に組織化されたのは1913年

で,1916年にPh.D.の学位を初めて授与した｡教育 ･研究の分野は,農学から,獣医学,家政学,

理工学-と広がり,1898年にはIowaStateCollegeofAgricultureandMechanicArtsと

改称し,さらに,1959年には現在のIowaStateUniversityofScienceandTechnologyと

なったDなお,世界最初の電子計算機は,発明者がジョン ･Ⅴ･アタナソフ (John Vincent

Atanasoff)博士であることが1973年になって裁判で認められたが,これは同博士がアイオワ州

立大学物理学教室在任中,1937年から1941年の間に製作したのである｡

第2次世界大戦中,アイオワ州立大学はマン-ッタン計画に参画し,エイムズ研究所 (Ames

Laboratory)を中心に,純ウラン金属製造法を開発した｡1942年12月2日,シカゴ大学スタッ

グフィール ドでエン1)コ ･フェルミ(EnricoFermi)の指導で行われた世界で初めての連鎖反

応実験において,使用されたウランの大部分はエイムズ研究所で製造されたものである｡ 以後

約30年の間,エイムズ研究所はアメリカ合衆国原子力委員会(U.S.AtomicEnergyCommission)

から指名された主要研究施設の1つとして,ウランに続くトリウムなど核燃料,さらに希土類

元素の製造や諸性質の研究を活発に行ったO現在では,エネルギー省 (DOE)の委託を受けて,

アイオワ州立大学が運営している国立研究所の1つになっているD

アイオワ州立大学は,農学,家政学,および理工学の分野で大きく発展した大学で,現在で

は毎年約4,500名に各種学位を授与している｡工学部 (CollegeofEngineering)は,航空亭

宙工学(AerospaceEngineering),農業 ･バイオシステム工学(AgriculturalandBiosystem

Engineering),化学工学,土木 ･建設工学 (CivilandConstructionEngineering),電気 ･

コンピューター工学 (Electricand ComputerEngineering),工業 ･製造システム工学

(IndustrialandManufacturingSystem Engineering),材料工学 (MaterialsScience

andEngineering),および機械工学の8学科,ならびに工学基礎 ･多領域総合デザイン教室か

ら成っているO工学部を中心にしてアイオワ州立大学が授与する学位の種類はTable4に示すと
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お りである18)19)0

Table4 アイオワ州立大学が授与する工学系の学位

主専攻 学位を授与する学科等 授与する学位

航空宇宙工学 航空宇宙工学科/工業力学科 B.S.AerE.(4年,5年),M.E.,M.S.AerEりPh.D.

農業工学 農業.バイオシステム工学科 B.S.AgE.(4年,5年),M.E.,M.S.AgE.,Ph.D.

生物工学 複数学科 M.S.BME.,Ph.D.

セラミック工学 材料工学科 B.S.CerE.,M.S.CerE.,Ph.D.

化学工学 化学工学科 B.S.ChE.(4年,5年),M.E.,M.S.ChE..Ph.D.

土木工学 土木.建設工学科 B.S.CE.(4年,5年),M.S.,Ph.D.

建設工学 土木.建設工学科 B.S.ConE.(4年,5年),M.E.,M.S.ConE.,Ph.D.

電気工学 電気一コンピューター工学科 B.S.EE.(4年,5年),M.E.,M.S.EE..Ph.D.

コンピューター工学 電気.コンピューター工学科 B.S.CpE.(4年,5年),M.E.,M.S.CpE.,Ph.D▲

工業力学 航空宇宙工学科/機械工学科 M.E"M.S.EMec.,Ph.D.

工業オペレーションズ 大学管理委員会 B.S.EO.,(4年,5年),ABETの認定なし

エンジニアリング.サイエンス 航空宇宙工学科/機械工学科 B.S.ES.(4年,5年)

生産工学 工業.製造システム工学科 B.S.ⅠE.(4年,5年),M.E..M.S.ⅠE., Ph.D.

材料工学 材料工学科 M.S.MSE.,Ph.D.

機械工学科 機械工学科 B.S.ME.(4年,5年).M.S.ME.,Ph.D.

金属工学 材料工学科 B.S.MetE.(4年,5年)

金属学 材料工学科 M.S.Met.,Ph.D.

原子核工学 機械工学科 M.S.NucりPh.D.

アイオワ州立大学には,中間レベルの学位 として専門職の "Specialist"の学位がある｡ これ

は,学校心理学の修士レベル学位後の 2年間に取得する学位であり,学部卒業後60単位 を必要

とする｡修士論文 と同等な論文,ならびに公立学校における600時計時間以上の研修 を必要 とす

る｡ただし,このような中間的専門職学位は工学系には無いO

工学部が授与する学位に関して,特徴ある点を以下に述べ る｡

(1) 5年制協同教育課程

アメリカにおける学部の標準学修期間は一般に4年であるが,大学や学部によっては特別に

5年制課程 を設けている｡その 1つは第4章に述べる2種類の学位 を同時に取得できる課程で

ある｡アイオワ州立大学の工学系学位に関してはこの課程のほか,工学部に認定協同教育課程

があり,登録 した学生は,ふつ うのが )キュラムの要件 を終えるには余分に 1学期以上を必要

とする｡この課程は学習と雇用期間を交互に入れ替えるように用意 してあ り,学生は大学の授

業に出席しながら,学生の経歴分野で実務経験 を積むことになるo学生には選択 したカリキュ

ラムの中にこの経歴が評価 される機会があ り,一方,雇用者は将来のフルタイム従業員 として

学生の潜在能力を評価する｡この課程の学生は,就業期間中は授業料 を支払わないし,就労経
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験に対して単位を取得することはない｡

連邦協同教育課程 (FederalCooperativeEducationProgram)は異色の5年制であり,

上述の範噂に入るものと思われる｡すなわち,この課程は,教室の学習と賃金の支払いを受け

る職業経験とを結びつけたもので,学生を連邦政府の将来の専門家と幹部職員に育成すること

を意図している.連邦政府は,さまざまな種類の職業分野において,実験室,事務室,森林,

公園,病院で,また海洋 ･宇宙計画で,共同の任務を果たすため,やる気十分で,柔軟性があ

り,創造力のある学生を探し求めている｡

勤務の仕方には次の2通 り

(a)就業と学修を交互に行う (1学期をフルタイムの学生として,次の1学期をフルタイムの

勤労者として)a

(b)就業と学修をともにパー トタイムで行う (双方を並行して)｡

がある｡一般に,この課程の学生は,ふつうのカリキュラムの要件を終えるには,余分に1年

が必要である｡最初の就職斡旋は,第1学年か第2学年を修了した後になされる｡

(2)Masterの学位の取得要件

アイオワ州立大学におけるすべてのMasterの学位には在学を必要とする(on-campusresidence)

の要件はない｡このことは,専攻分野によっては実施が困難かもしれないが,1つの特徴であ

る｡M.A.およびM.S.に共通の最低取得要件として,大学院授業科目履修の30単位があり,その

うちの22単位以上はアイオワ州立大学で取得しなければならない｡

M.A.およびM.S.が授与されるすべての分野において,後述する非論文課程を除くと,学位論

文が必要であり,最低要件として,論文には3単位,また論文でない創作的作品には2単位が

要求される｡

すべての要件が整ったならば,すべての大学院学修にわたり,該当する場合は論文を含めて,

最終試験が課せられる｡それは口頭によって行われるが,担当の委員会が条件とすれば,筆記

試験が行われることがあるQ

非論文課程は40以上の学科または学科間課程で担当しているO承認可能な少なくとも30単位

(研究単位を含まない)を履修した後,総合試験に合格しなければならない｡課程によっては,

それ以上の単位が必要である｡しかしながら,すべての非論文課程は,特別のレポー ト,注解

付き書誌,研究におけるプロジェクト,デザイン,あるいはその他の創作的な努力など,多様

な個々の業績を実質的な証拠で示さなければならない∴ c̀reativecomponent"と呼ばれる創

作的な自立学習 (independentstudy)の基本的な内容は,明らかに学修課程に結びつ くもの

でなければならない｡非論文学位の学修の全課程では,このcreativecomponentのために2単

位が必要である｡

(3) MasterofEngineering(M.E.)の学位

MasterofEngineering(M.E.)の学位もいくつかの学科で授与しているが,M.E.とM.S.
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の両学位は,学問的基準と全体の達成度では同一であるとされている｡前項で述べた単位修得

最低30単位の要件も同じである｡M.E.の課程は,キャンパスにおける専門職指向の課程,なら

びに適切な図書館と実験室設備を備えた場所での学外の専門職指向の課程とに対するニーズに

対処したものであるO計画,実験室学修,計算,あるいは自立学習で適切な単位数が個々の業

績の証拠として必要であるOこの学位は学外学位とも言えるので,第4章で改めて述べる｡

(4) 大学専任教職員の上級学位取得

アイオワ州立大学の講師(instructor),研究貞(researchassociate),あるいは助手(assistant

scientist)の地位にある研究,教育または公開講座教育の各部局のフルタイムのスタッフは,

所属学科 ･部門の長の許可を受ければ,上級学位の取得候補者となることができる｡このよう

な学位取得候補者は,教科学習か任務の妨げとならなければ,1学期あたり大学院研究(graduate

work)の6単位までと,夏学期あたり3単位を修得できる｡このような特権は,所属学部長と

大学院研究科長の許可を受ければ,助教授の地位にある者にも拡張できるが,教授および準教

授の職にある者は,アイオワ州立大学から学位を取得する候補者にはなることができないO

このように大学の常勤の研究教育系のスタッフが学位を取得できる仕組みは,わが国の論文

博士の制度に相当するように見えるが,大学院単位の修得を義務づけており,あくまでも課程

修了の形をとっている｡この仕組みが実際に適用されるのは,さきに述べたAmesLaboratory

の研究者ではないかと思われる｡この研究所の機能は連邦政府に直結している割合が大きく,

他部局と組織や職階制が異なって,多数の学部学位または修士レベルの学位保持者が学部講師

･助教授級の"JuniorScientist"または"AssociateScientist"として研究に従事しているDし

たがって,研究業績が豊富であり,大学院研究の単位は問題が無いと思われるOなお,Ph.D.の

学位が無ければ,"Scientist"や "SeniorScientist"と呼ばれる準教授以上の研究者として研

究室をもっことはできない｡著者が同研究所に博士研究員として勤務していた1960年代に,こ

の方式によるPh.D.取得はすでに実行されており,助手級のフルタイム研究員でありながらPh.D.

の学位を取得した事例を身近に見ている｡

(5)材料工学関係の学位

Table4からも明らかをように,アイオワ州立大学の材料工学科は材料工学でM.S.MSE.お

よびPh.D.の学位を授与しているほか,セラミックス工学で学部学位(B.S.CerE.)と大学院学位

(M.S.CerE.,Ph.D.),金属工学で学部学位(B.S.MetE.),そして金属学で大学院学位(M.S.Met.,

Ph.D.)のみという,やや複雑な授与の仕組みになっている｡この理由としては,材料工学科は

時代の要請と応えてセラミックス工学科と金属工学科が合併して設立され,それぞれの学科の

事情があることが考えられるO学科長の説明によれば,両学科ともユニークで,これまでの伝

統ある学位を残してきたが,一本化に近づいているという｡確かにセラミックス工学科は1つ

の特徴があり,一方,金属工学科は先述のAmesLaboratoryとほとんど一体になって研究を進

めてきたという歴史があって,以上のような経過を辿ることも理解できないことはないOわが
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国でも, 2学科を統合する改組がしばしば行われているが,実際には元の学科別にコースを設

けたり,卒業研究の研究室により所属する同総会が決まることもあるようである｡伝統と改革

の両立は,わが国だけの問題ではないと思われる｡

3.4 ノースカロライナ州立大学

ノースカロライナ州立大学 (NorthCalorinaStateUniversity)は,1887年,アイオワ州

立大学と同様に政府からの無償払い下げによる土地を利用して創設された大学である｡現在,

学生数は27,000名に及び,主キャンパスはノースカロライナ州ロー リー (Ra王eigh)市に所在す

る｡ローリー市の北西40余kmにはダーラム (Durham)市とチャペル ･ヒル (ChapelHill)

市があり,この3つの都市を結んだ三角形の地域をトライアングル (Triangle)と呼び,教育

と研究の水準が高いことを特徴としているDすなわち,ロ- I)-市のノースカロライナ州立大

学のほか,ダーラム市にはデューク大学 (DukeUniversity,私立),そしてチャペル ･ヒル市

にはノースカロライナ大学 (UniversityofNorthCalorinaatChapelHill,州立)という

規模の大きい3大学が集中して,互いに連携を保っているほか,"ResearchTrianglePark"

と称する広大を敷地に最先端技術の研究 ･開発機閲が進出して, 3大学間との産学交流が積極

的に行われている｡

ノースカロライナ州立大学には,89以上に及ぶ学部の学修分野があって種々の学士レベルの

学位を授与しており,大学院では修士レベルで91分野,博士レベルで54分野の学位取得に至る

課程がある｡学位は,(i)学部学位,(ii)専門職学位,および(iii)大学院学位の3段階に区分さ

れる｡工学系では,工学部 (College ofEngineering)の生物農業工学 (Biologicaland

AgriculturalEngineering),化学工学,土木工学,コンピューター科学(ComputerScience),

電気 ･コンピューター工学, 生産工学, 材料工学,機械 ･航空宇宙工学 (Mechanicaland

AerospaceEngineering),原子核工学 (NuclearEngineering),および繊維工学 (Textile

Engineering)の10学科がが中心となってTable5に示すような学位を授与している20)21)0

Table5 ノースカロライナ州立大学が授与する工学系の学位

主専攻 学位を授与する学科等 学位の種類

生物農業工学 生物農業工学科 B.S.BAE.,M.S.BAE.,M.BAE.,Ph.D.

化学工学 化学工学科 B.S.ChE.,M.S.ChE.,M.ChE.,Ph.D.

土木工学 土木工学科 B.S.CE.,M.S.CE.,M.CE.,Ph.D.

土木工学一括造選択 土木工学科 B.S.CE.(Con-opt)

環境工学 土木工学科 B.S.EnVE.

建設経営 土木工学科 B.S.ConMg.

コンピューター科学 コンピューター科学科 B.S.CpS.,M▲S.CpS.,M.CpS.

電気工学 電気.コンピューター工学科 B.S.EE.,M.S.EEりM.EEりPh.D.
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主専攻 学位を授与する学科等 学位の種類

工学 工学部 B.S.E.,M.E.

生産工学 生産工学科 B.S.IE.,M.S.IE.,M.IE.,Ph.D.

生産工学-家具製造.経営選択 生産工学科 ち.S.ⅠE.(FMfMg-opt)

材料工学 材料工学科 B.S.MSE.,M.S.MSE.,M.MSE.,Ph.D.

機械工学 機械.航空宇宙工学科 B.S.ME.,M.S.ME.,M.ME.,Ph.D.

航空宇宙工学 機械一航空宇宙工学科 B.S.AerE.,M.S.AerE.,Ph.D.

原子核工学 原子核工学科 B.S.NEりM.S.NE.,M.NE., Ph.D.

姑維工学 繊維工学科 B.S.TE.

ノースカロライナ州は繊維産業が盛んであるほか,森林が多いので,ノースカロライナ州立

大学は,繊維学部 (CollegeofTextiles)や森林資源学部 (CollegeofForestResources)

という独立した学部をもっているOこのような地元産業との結びつきもあって,工学部では繊

維や家具製造に関連した専攻課程を設けたり,"Engineer"という専門職学位に力を注いでいる

ことは興味深い｡また,他の多くの大学でも同様であるが,大学院に入学する学生の学歴,舵

力などが多様化していることから,修士レベルでは "OptionB"と呼ばれる課程を設けて,非

論文選択のコースを明確にし,M.S.の学位 と区別している｡これらを含めて,同大学における

特徴を以下に述べる｡

(1)繊維工学の学位

繊維および関連産業は,古 くからアメリカ経済の製造部門を代表し,主として南東部に集中

している｡とくにノースカロライナ州では,合衆国繊維産業の約 4分の 1を占めており,関連

産業とともに産業雇用の40-50%に相当している｡近年,繊維産業にもコンピューターやロボ

ットが導入され.資本集約型の-イテック産業に急速に変化している｡このような地域的な特

色から,ノースカロライナ州立大学では,繊維,織物およびアパレル加工,ならびに製造およ

び機械など,広 く繊維に関するすべての面の設計と制御のための科学的原理と工学的実務の応

用とに関連して,繊維工学の教育と研究を活発に行っている｡したがって,先述のように繊維

学部が独立して存在し,これまでに多くの卒業者を出している｡一方,工学部には,繊維工学

科があり,繊維学部と共同の責任で学部学位のB.S.inTextileEngineeringを授与しているD

繊維学部には繊維 ･アパレル管理学科と繊維工学 ･化学 ･科学科があり,繊維,繊維 ･アパ

レル管理,繊維化学,および繊維材料科学のB.S.学位を授与しているO大学院学位では,Master

ofTextiles,M.S.inTextiles,M.S.inTextileChemistry,およびM.S.inTextile

EngineeringandScience,ならびにPh.D.inFiberandPolymerScienceと Ph.D.in

TextileTechnologyandManagementがあるO
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(2) Masterの学位の取得要件

最低 1学年間を通して在学し,課程の学習を行う必要がある｡すべてのMasterの学位にとっ

て,最低30単位が必要であるが,多くの課程では30単位以上を要求している｡少なくとも20単

位は大学院授業科目である500番台および600番台の科目でなければならない｡学科セミナ- 2

単位以内は最低要件の30単位に含めることがある｡学位論文を必要とする課程では,研究(699)

の6単位以内を含めることができる｡非論文課程では研究単位は適切ではないが;自立学習(independent

study)の6単位以内を含めることができる｡学部授業科目である400番台の科目も最低30単位

の要件の一部に数えられるが,主専攻分野から修得することはできない｡

Masterの学位を授与するすべての学科および課程は,正規のMaster課程とは異なる1組の

要件を備えた"OptionB"課程として学位を授与することを選択できる｡少数の学科と課程が

このOptionBを選択しているO岡崎22)は自ら勤務するケンタッキイ州立大学 (Universityof

Kentucky, Lexington)を中心に,アメリカの大学院教育を紹介しているが,それによると,

正規のMaster課程は要件の30単位のうち24単位は講義で,残 り6単位は研究をして論文を書き,

試験委員会で "defence''(論文防衛とも訳されている)をしてから学位を取得する｡これに対

して "OptionB"は,30単位を全部講義で修得し,最終試験に合格すれば良く,Ph.D.に進ま

ない人や研究能力がない人にはこれを選ばせるという.ノースカロライナ州立大学ではOption

Bを上記のように説明しているが,それに対する"OptionA"は要覧では見当たらない｡本稿

で調査した大学でも,これらの記載はほとんどなされていない｡

ここでノースカロライナ州立大学において,材料工学を主専攻として取得する2つの修士レ

ベルの学位,M.S.MSE.とM.MSE.の取得要件などを比較すると次のようになる｡

① MasterofScienceinMaterialsScienceandEngineering(M.S.MSE.)

(i) 研究の6単位を含み最低30単位が必要で,セミナー単位は含まれないO

(ii) 大学院単位である600番台の授業科目では,研究単位 (699)を除く最低 3単位が必要

である｡

(iii) 1つまたはそれ以上の関連分野の9単位を含む必要があるが,3単位以内は学部単位

の400番台でも良い｡

② MasterofMaterialsScienceandEngineering(M.MSE.)

(i) プロジェクト授業科目3単位を含み最低33単位が必要で,セミナー単位は含まれない｡

(ii) 大学院課程の長によって支持された1つまたはそれ以上の関連分野の9-12単位を含

む必要があるが, 3単位以内は学部単位の400番台でも良い｡

工学系の修士レベルの学問学位としては,従来は研究論文を必要とする(》型のM.S.一の学位

が一般的であったと思われるが,近年,ノースカロライナ州立大学を含めて多くの大学が研究

論文を必要としない②型のM.-の学位を設けるようになった｡このOptionBによる②型のM.-

の学位は,M.S.-の学位が論文を要求しており,それに対応できない学生が出るようになって

設定されたとも言われているCその理由は次のとおりであると思われるO

(a) 専攻分野が異なる学部学位を保持する学生は,大学院在学中に学部授業科目の一部を履
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修する必要がある｡しかも,この科目を履修するにはあの科目を履修していなければなら

ないというような制約があり,最終的にM.S.-の学位の取得要件を満たさないことがある｡

(b) M.S.-の学位を目指して大学院で1年経過したが,修了の見込みがない学生を救済する｡

(3)MasterofEngineering(M.E.)の学位

工学部にはMasterofEngineeringの学位が取得できる課程があるoこれは主として学外

(off-campus)の課程であり,先述のOptionBが適用されて,在学,最終口頭試問,あるいは

学位論文の要件が無い｡2つの共通必修 (コア)科目と特定の重点分野で最低 3つの科目が要

件に含まれる｡ア ドバイザーの承認と大学院教授陣の指導を受けたプロジェクト研究から6単

位までを修得することができるO

(4) 専門職学位のEngineer

ノースカロライナ大学には専門職学位として獣医者とEngineer(技師)がある｡工学部が授

与するEngineer(技師)の学位は,専門分野により化学工学技師 (ChemicalEngineer),土

木工学技師 (CivilEngineer)などと呼ばれ,そのほか電気工学,生産工学,材料工学,機械

工学,ならびに原子力工学の専攻分野に及んでいる｡工学部はこの専門職学位取得を目的とす

る "PR''学生に専門職カリキュラムを提供している｡この課程は次の要望に応えて開設された

ものであるb

(a) 学部学位を保持し,さらにもう1年の教育が望ましいと感じた工学系の学生D

(b) トレーニングを最新のものにするため, 1年の専門職学習を受けることを望むP.E.

(PracticingEngineer)0

(C) 物理科学または数学の学位を保持し,工学における教育の専門職レベルを求める学生｡

多様性に富む学生のニーズに応え,また専門職授業科目履修を重要視するように,課程は十

分フレキシブルに構成されているoカリキュラムは,500番台またはそれ以上で少なくとも15単

位を含めて,400番台またはそれ以上で最低30単位から成っている｡工学,物理科学,あるいは

数学で学部学位を保持する者は,工学部の専門職課程に入学できる｡学部の成績が全体でGPA

2.5以上であることを公式の証明書で示せば,無条件で入学できる｡このような要件に合致しな

い出願者には,ふつうの5年間の要件に加えて,必修科目の履修が指示される｡

関係する工学部の要件のいくつかを次に示すO

(i) 専門職学位の学生は,5年制の専門職学位 (PR)学生として入学が認められ,工学部

長が制定した規則や規定を守らなければならない｡

(ii) 専門職学位学生の受け入れは,学生の所属学科の推薦に基づくが,ノースカロライナ

州立大学の学生は限定数の単位を移管(transfer)できるO工学および関連分野で上級教育を行

っている認定教育機関からの単位についても同様である｡

(iii) 工学の1つの分野の卒業者は,学科の許可があれば,他の1分野の専門職学位取得の

ために学習することができる｡
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(iv) 単位を修得するためには,各科 目で最低点 "C"はとらなければならない｡専門職学位

の要件を満たすためには,すべての科 目履修でQPA2.5は維持 しなければならない｡平均2.5以下

に下がった学生は,保護観察状態に置かれ,総平均を2.5以上に上げるには1学期が必要であるO

学生か仮入学が認められている場合は,第1学期を平均2.5にしなければ継続できない｡

(Ⅴ)専門職学位が授与されるべき期 日の6年以上前の履修は,関係者の承認が無ければ,

専門職学位のための単位 として使用できない｡

(vi) 大学院に入学を認められている専門職学位学生は,関係委貞会および部局の承認によ

り,成績が "B''またはそれ以上の科 目の 9単位を移管できるO

(vii) 学生は 1回だけ,専門職学位課程から大学院へ,あるいは大学院から専門職学位課程

へ と転学できる｡したがって,学生は 1つの学位課程から転学 してしまった後は,いずれの課

程- も戻ることが許されない｡

(viB) 専門職学位学生は,ノースカロライナ州立大学キャンパスに在学 している間に,学位

取得のための単位の大部分を修得する｡

3.5 ピッツバーグ大学

ピッツバーグ大学(UniversityofPittsburgh)における工学部(SchoolofEngineering)

の創設期の事情については第2章で述べた｡主キャンパスの所在地であるピッツバーグは,か

って製鉄 を中心とした工業都市であり,周辺には石炭,石油など多くの地下資源が産出したが,

近年は大きく様がわりした｡それに応 じて,同工学部の学科や課程は,伝統ある専門領域に新

しい-イテック分野を加えてお り,授与する学位にもそれが反映している｡ 現在,工学部は化

学 ･石油工学 (Chemicaland Petroleum Engineering),土木 ･環境工学科 (Civiland

EnvironmentalEngineering),電気工学,生産工学,材料工学,および機械工学の6学科で

構成されてお り,Table6に示す工学系の学位授与に係わっている9)0

Table6 ピッツバーグ大学が授与する工学系の学位

主専攻 学位を授与する学科等 学位の種類

化学工学 化学.石油工学科 B.S.ChE.,M.S.CbE.,Ph.D.

石油工学 化学.石油工学科 M.S.PetE.

土木工学 土木.環境工学科 B.S.CE.,M.S.CE..Ph.D.

公共事業 土木.環境工学科 M.PW.

電気工学 電気工学科 B.S.EE.,M.S.EE.,Ph.D.

生産工学 生産工学科 B.S.ⅠE.,M.S.ⅠE.,Ph.D.

材料工学 材料工学科 B.S.Met..B.S.MetE..B.S.MSE.,M.S.MetE.,M.S.MSE.,Ph.D.

機械工学 機械工学科 B.S.ME.,M.S.MEt.Ph.D.

生物工学 工学部,医学部,歯学部等 M.S.BE.,Ph.D.

工業物理学 工学部,優等生カレソジ B.S.EPhy.

エネルギー資源 工学部,エネルキー資源12人境界領域委具合 M.S.EnRes.,M.EnRes.
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ピッツバーグ大学の大学院課程では,一般にフルタイムの在学が非常に好ましい要件となっ

ている｡しかしながら,工学部は,産業界で雇用されている人達がパー トタイム学習を必要と

していることを認め,大学院単位の一部をパートタイム本位で累積することを認めている｡そ

の結果,工学部の在学条件は次のようになっている｡

(a) M.S.課程ではフルタイム在学は要求されない｡

(b) Ph.D.学生は原則として,最低 1学期はフルタイムで学位のための学修に従事する必要が

ある｡

工学部の各学科がそれぞれ固有の専攻分野で授与する修士レベルの学位はM.S.であるが,敬

得要件は学科によってかなり異なるのがピッツバーグ大学の特徴とも言える｡また学部学位と

して,分校とも言うべき地方カレッジがTable6に記載していない学位の授与などに係わって

いる｡ そこで,以下には各学科または課程が授与する修士レベルの学位の要件と地方カレッジ

の役割とを述べる｡

(1)化学および石油工学科が授与するMasterの学位

化学および石油工学科では,化学工学を主専攻とするB.S.,M.S.およびPh.D.のほかに石油工

学を主専攻とするM.S.を授与している｡また,同じ化学工学のM.S.を取得するとしても,員的,

したがって要件により異なる課程が設けられている｡

(∋ 化学工学専攻正規課程

化学工学を主専攻としてMasterofScienceinChemicalEngineering(M.S.ChE.)の学

位を取得するのに,正規課程 (RegularProgram)がある｡この課程によるM.S.ChE.取得要

件などは次のとおりである｡

(i) 各3単位の授業科目である ｢輸送過程の基礎 1｣,｢同2｣,｢熱力学の基礎｣,｢反応プ

ロセスの基礎｣,｢研究問題｣の計15単位の履修に合格して,基礎化学工学科目における習熟度

を実証しなければならない｡

(ii) フルタイムの学生は,最低 3単位は化学工学専攻の科目として大学院レベルの授業料

目要件で少なくとも9単位を修得しなければならない｡｢大学院セミナー｣1単位を秋 ･春両学

期にわたり計2単位を修得しなければならないが,その単位と教育実習 1単位を含めることが

できる｡

(iii) 認可された授業科目は,学科外で修得できる｡

(iv) 学位論文 6単位が必要である｡

(Ⅴ) フルタイムの学生は,｢大学院セミナー｣と｢研究方法論｣の3単位を含めて,33単位

以上を修得するのがふつうである｡

(vi) 学部学位が化学工学を専攻としていなかった学生は,個々の学生毎にそれ以上の学修

が必要である

(vii) 大学院授業科目の単位を少なくとも12単位を修得し,平均点B,QPA3.0以上であれば,

いくつかの手続きを経て,学位論文のための研究を始めることができる｡成績がそれ以下であ
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れば,科目再履修により,平均点B以上をとらなければならない｡

(vH) 学位論文に対する口頭試問は論文完成時に行われ,M.S.総合試験は免除されるoM.

S.の学位取得後,Ph.D.課程に進学を希望する学生は,研究の第1学期中に予備筆記試験を受

けなければならない｡この試験に失敗すると,合格する2度の機会のうちの1回を失うことに

なる｡

② 化学工学専攻P.E.課程

M.S.ChE.の学位を取得するもう1つの課程にプラクティシング･エンジニア課堤(Practicing

EngineerProgram)がある｡これは第4章で述べるプロフェッショナル ･エンジニア(P.E.)

を目指す課程であるが,(D正規課程との比較があるので,ここで説明する｡大学外でフルタイ

ムで働きながら,化学工学において先端的研究を続けることを希望する技術者は,このP.E.課

程に入学を願い出ることができる｡ この課程が正規課程と異なる点などは次のとおりである｡

(i) 本課程に入学できるのは,化学工学または関連分野において,大学外でフルタイムで

働いている技術者に限られる｡

(ii) 授業科目履修をもって,学位論文またはセミナーの要件に代えることができる｡

(iii) 最低30単位の科目履修が必要であり,正規課程で必要とされた基礎の5科目を含まな

ければならない｡

(iv)上記以外の科目は,大学院化学工学専攻の授業科目から選択しなければならないが,

6単位までは他専攻の承認された大学院科目から選択することができる｡

(Ⅴ)総合M.S.口述試験,または学期プロジェクトがすべての学生にとって必修である｡

(vi) この課程に入学を希望する学生は,最初は化学工学専攻の大学院に入学を志願すべき

であり,いったん入学してから,P.E.課程-の入学を願い出ることができる｡

③ 石油工学専攻課程

化学および石油工学科では,化学工学のほかに石油工学を主専攻とする学位としてM.S.のみ

であるが,MasterofScienceinPetroleumEngineering(M.S.PetE.)の学位を授与して

いる｡主な取得要件は次のとおりである｡

(i) この学位の取得候補者は,｢水攻法による採油｣,｢検層学｣など指定された各3単位の

授業科目履修に合格して,石油工学おける習熟度を実証しなければならない｡

(ii) 工学または理学の大学院レベルの6単位修得が必要である｡

(2) 土木 ･環境工学科が授与するMasterの学位

土木 ･環境工学科では,土木工学を主専攻とするB.S.,M.S.およびPh.D.のほかに公共事業を

主専攻とするM.S.を授与しているoまた,両専攻の学位には,他学科とは異なる点が多い｡

① MasterofScienceinCivilEngineering(M.S.CE.)

構造力学および構造デザイン,水理学および水資源工学,環境工学,地質工学ならびに交通

および都市システム,という5つの分野のうちの 1つを学修することにより学位が取得できる｡

学位論文は選択制である｡
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(i) 論文選択では,最低 8科目24単位 (環境課程では27単位)と論文 6単位が必要である｡

(ii) 非論文選択では,最低10科目30単位とプロジェクト3単位が必要であるO

(iii) 大学院研究助手として補助を受けている学生,ならびにPh.D.課程に進学したいすべて

の学生は,論文選択に従う必要があるOその他の学生は,指導教具と相談してからいずれかを

選ぶことができる｡

(iv) すべての学生に対して,総合試験が課程の最終学期に課せられる｡試験は口頭試問か,

分野の教員の推薦で筆記試験のいずれかである｡学位論文かプロジェクト,あるいは関連した

教科学習のいずれか,あるいは双方を評価するため,最終口頭試問が行われる｡

@ MasterofPublicWorks(M.PW.)

公共事業工学および管理課程は,公共事業管理の職業に必要な管理技能を備えた技術者を供

給というニーズに応えて始められたbこの課程は,公共事業環境,管理,システム分析,コス

ト管理,プロジェクト立案,ならびに公共事業の理論と実際における専門分野に焦点を合わせ

ており,学際的概念から4つの主課程領域に分けられる｡そのうちの 1つはM.PW.課程と呼ば

れ,全学生が当課程に登録されて3学期にわたる学修が必要である｡そのほかの3つの課程は,

M.PW.の学位ともう1つの学位を工学部内で,あるいは工学部と他部局との共同で授与する課

程であるので第4章で述べるb

(3)電気工学科が授与するMasterの学位

電気工学科は,コンピューター工学,制御工学,電子工学,画像処理 ･コンピュータービジ

ョン,電力工学,信号処理 ･通信の6つの分野に重点を置いているOMasterofSciencein

ElectricalEngineering(M.S.EE.)の学位取得要件は,次のとおりである｡

(i) 論文選択では,最低大学院学修の30単位が必要である｡電気工学授業科目のコンピュ

ーター ･-- ドゥエアー工学,マイクロプロセッサー ･システム,VLSI設計入門,マイクロプ

ロセッサー設計実験室,レーザー ･オプトエレクトロニクス入門,IC回路付電子設計,デジタ
ル電子,デジタル ･フィルター設計,制御システム設計,生体工学信号およびシステム,なら

びに電力システム解析の中から18単位,電気工学科以外の学科で副領域における授業科目の6

単位.ならびに学位論文 6単位を含む｡

(ii) 非論文選択では,最低大学院学修の33単位が必要であるD上記の電気工学科目の中か

ら27単位と電気工学科以外の学科で副領域における授業科目の6単位を含むD筆記稔合試験も

必要である｡

ぐヽ

(4)生産工学科が授与するMasterの学位

生産工学科では,｢オペレーションズ･リサーチ｣,｢工業経営｣,｢製造システム｣,ならびに

｢人間工学｣という4つの主分野に重点を置いて選択し,MasterofScienceinIndustrial

Engineering(M.S.IE.)の学位を取得するようになっている｡その要件は次のとおりである｡

(i) 学位論文なしで大学院学修36単位,あるいは大学院学修27単位と学位論文6単位の計
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33単位が必要である｡

(ii) すべての学生にとって,各3単位の｢オペレーションズ ･リサーチ｣,｢システム管理｣,

｢情報システム｣,｢工学者のための統計学｣,ならびに｢製造システム入門｣という共通必修 (コ

ア)の基礎 5科目,計15単位の履修が必要である｡

(iii) 各学生は4つの重点分野の1つを選び,各分野について2科目,したがって4科目,

12単位の修得が必要である｡

(iv) 非論文選択では,M.S.プロジェクト(3単位)を履修する必要がある｡そのほか,拷

導教具が認めれば,学内の他学科から残り2科目を履修しても良い

(Ⅴ) 論文選択では,共通必修 (コア)の基礎 5科目 (15単位)と2重点分野の4科目 (12

単位)のほかに,学位論文6単位が必要となる｡M.S.論文は,学科の重点分野の1つで顕著を

学識を示すものでなければならない｡科学的研究の手法と技術の修得を示すことも必要である｡

本課程に出願するのは,どのような工学の分野でもABET認定課程から学部学位または大学

院学位を授与された者,あるいは数学,物理学,化学,またはコンピューター科学のような補

完技術分野の学位を保持する者が推奨され,確率 ･統計,微積分学,微分方程式,線形代数学,

ならびに計算機プログラミング技能について,学部レベルの知識が求められる｡

(5)材料工学科が授与するMasterの学位

材料工学科は,次の2つの修士レベルの学位を授与している｡これは,世界的にも,金属工

学関係の学科が材料工学科または材料科学科として転換しつつあるときの過渡的なものと考え

られ,アイオワ州立大学の場合にも類似している｡

① MasterofScienceinMetallurgicalEngineering(M.S.MetE.)

② MasterofScienceinMaterialsScienceandEngineering(M.S.MSE.)

主分野が物理冶金学,加工冶金学,プロセス冶金学,および化学冶金学では①の ｢金属工学｣

の学位が,また,セラミックス,金属,および高分子では②の ｢材料工学｣の学位が授与され,

その要件は同じで,次のとおりである｡

(i) 論文選択では,最低24単位の授業科目履修と学位論文 6単位が必要である｡

(ii) Ph.D.課程に進学を希望する学生は,研究経験のために論文選択を選ぶことが強く勧め

られている｡

(iii) 非論文選択では,36単位の授業科目履修が必要で,種々の専門分野にまたがることが

推奨されている｡

(iv) 経営管理選択のような副専攻授業科目をもつ非論文課程は,金属工学または材料工学

の分野で最低18単位の授業科目履修,3単位のプロジェクト,そして12単位の生産工学科の選

択科目を必要とする｡

(Ⅴ)論文非選択はパー トタイム学生にのみ有効である｡
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(6)機械工学科が授与するMasterの学位

機械工学科が授与するMasterofScienceinMechanicalEngineering(M.S.ME.)の取

得要件は次のとおりである｡

(i) 論文選択では,｢M.S.研究｣3単位を含む授業科目履修24単位と学位論文 6単位が必要

である｡

(ii) 非論文選択では,授業科目履修33単位と ｢大学院プロジェクト｣ 3単位が必要である｡

機械工学専攻のM.S.とPh.D.課程のどちらに出願するかは,学生のこれまでの学歴,以前に学

位を授与した大学の認定状況,ならびに志願者の興味と課程とを整合させる学科の可能性で判

断されるoM.S.課程で学科の大学院授業科目の8科目を優秀な学業成績で履修した学生は,直

接Ph.D.課程に進むことができる｡機械工学以外の工学分野,数学,あるいは物理学のB.S.の学

位を保持する学生は,前もって経験不足が正されるならば,大学院課程入学が考慮される｡パ

ートタイム課程は地元産業に雇用されている学生に有効である｡パー トタイム学生は,ふつう,

昼間または夜間のクラスで1学期に3-6単位履修する｡

(7)学際工学課程で取得できるMasterの学位

① MasterofScienceinBioengineering(M.S.BE.)

工学部は,医学部 (SchoolofMedicine),機能回復科学部 (SchoolofRehabilitative

Sciences),歯学部(SchoolofDentalMedicine),および大学院公衆衛生学研究科(Graduate

SchoolofPublicHealth)の教授陣,ならびにピッツバーグ大学医学センター病院の臨床ス

タッフと協力して,学際的な生物工学課程を設けている｡この課程は,Ph.D.に重点を置き,主

として工学の学部学位を保持する学生のために計画されたが,それ以外の学歴をもつ学生は特

別に計画された課程に入学することができる｡授業科目履修は約1/3が理学系,2/3が工学系で

ある｡M.S.の学位取得には学位論文が必要である｡

② MasterinEnergyResources(M.EnRes.)と ③ MasterofScienceinEnergy

Resources(M.S.EnRes.)

工学部は,大学院商学研究科 (GraduateSchoolofBusiness),大学院公共 ･国際問題研

究科 (GraduateSchoolofPublicandInternationalAffairs),大学院公衆衛生学研究科

(GraduateSchoolofPublicHealth)などと共同で,エネルギー資源課程を設けている｡こ

の課程は,エネルギー資源技術,エネルギー資源プロジェクト管理,ならびに政策展開 ･立案

のためのエネルギー資源解析を包含する総合的事業において,将来,産業界または政府で勤め

るエネルギー ･ゼネラリストの教育を目的にしている｡M.S.課程は少なくとも全3学期の学習,

あるいは4学期または5学期が必要と思われる大部分の学生ではそれに相応の期間を必要とす

るOこの課程はパー トタイム本位で学ぶことができる｡ふつう,学位取得には3-4年を要す

るO

この課程で取得できる2種の学位の要件は,それぞれ次のとおりである｡

(i)M.EnRes.の学位取得のために,履修の前提となる必修科目は微積分学および物理学の
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各3単位である｡

(ii) M.S.EnRes.の学位取得のために,履修の前提となる必修科目は微積分学 8単位,化学

6単位,物理学 9単位である｡

(iii) 技術15単位,地質学 3単位,環境 6単位,経済学 ･法学 6単位,政策 ･立案 ･実行 6

単位という分野別単位数が必要である｡

(iv) 論文選択では,学位論文 6単位を含む42単位が必要である｡

(Ⅴ) ケース ･スタディ選択では,任意選択 6単位とケース ･スタディ3単位を含む42単位

が必要であるD

(vi) 少なくとも24単位は,工学部で取得しなければならない｡

④ M.S.inManufacturingSystem Engineering(M.S.MfSyE.)

製造システム工学課程では,製造システム工学における徹底的な学習に加えて,資格を備え

たP.E.と傑出した最高学年の学部工学系学生のための選択科目がある｡理工学の多分野か課程

に組み込まれており,ソフトウエアの話題やコミュニケーション工学,人間的因子,有害物質

最少化,および製造管理ばかりではなく,すべての伝統的工学と材料科学の分野を包含してい

る｡

教室の学習と現場での工業研修 6単位を合わせて36単位から成 り,フルタイム学修の 1年で

終えることができるように計画されている｡ただし,パー トタイム学修もあり,_ この場合は現

場での工業研修が9単位になるなど,単位配分が異なる｡

出願者は,工学,あるいは物理学,化学,数学,またはそれらに相当するもののような--

ドな科学の学部学位を保持し,学部時代の成績がQPA平均点で3.0以上でなければならないO

(8) ち.S.inEngineeringTechnologyの学位と地方カレッジ

① B.S.inEngineeringTechnologyの学位取得

ピッツバーグ大学は,JohnstownキャンパスにABETによって認定され,4年間でB.S.in

EngineeringTechnologyの学位を取得できる課程を設けている｡ この課程では,土木,電気

あるいは機械の各工学技術を専門にすることができる｡Johnstownキャンパスが課程の中心で

あるが,学生はピッツバーグまたは地方キャンパスのいずれからでも入学できる｡また,Johnstown

キャンパスの本課程の学生がB.S.inEngineering(B.S且)の取得を望ならば,第1学年を終

えてから工学部に転学部することが可能である｡

② 地方キャンパスにおける工学進学課程

ピッツバーグ大学のBradford,Greensburg,およびTitusvilleにある地方キャンパスには

工学進学課程 (Pre-EngineeringProgram)が設けられており,学生は本課程と地方キャンパ

スにもよるが,第1学年または第2学年のいずれかを問題なく終えれば,ピッツバーグ･キャ

ンパスの工学部に転学部が可能である｡工学準備コースの累積QPAで少なくとも2.5をもつ学生

は,次のように選択した学科に転学できる｡

(a) Bradfordキャンパスの学生 :化学工学,土木工学,生産工学,あるいは機械工学に興味
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のある学生は,はじめの 2年の学修を終えてから工学部に転学部できるO

(b) Greensburgキャンパスの学生 :化学工学または材料工学に興味のある学生は,第1学年

の工学カリキュラムを終えれば工学部に転学部できる｡ 土木工学と生産工学に興味ある学

生は.はじめの3学期を終えてから転学できる｡電気工学および機械工学に興味ある学生

は,はじめの2年を終えてから転学できる｡

(C) Titusvilleキャンパスの学生 :化学工学,土木工学,電気工学,生産工学,あるいは機械

工学に興味ある学生は,はじめの2年を終えてから転学できる｡

3.6 ユタ大学

ユタ大学 (UniversityofUtah)は,ロッキー山脈からシェラネバダ山脈に広がり,面積が

アメリカ大陸の10%以上にも及ぶ地域における主要な公的高等教育機関とも言われており,ユ

タ州立であるC創立は1850年で,それは開拓者たちがソル トレーク盆地に定住してから3年後

にすぎない｡ユタ州の北部,州都でモルモン教の絵本山があるソルトレークシティー(SaltLake

City)に所在する｡ ユタ大学は,現在の学生総数は約27,000名で,15の学部などがあり.学部

レベルで67学科,大学院レベルで92分野の主専攻から成っている｡授与する学位は,次のよう

に分類されているQ

(i) 大学院学位 :(a)学問学位,(b)専門職学位,および(C)共同学位 (JointDegrees)

(ii) 学部学位 (BaccalaureateDegrees)

(iii) 証明書 (Certificates):(a)大学院レベル,および(b)学部レベル

工学系の学位を授与するのは,工学部 (CollegeofEngineering)の全 7学科,ならびに鉱

山 ･地球科学部 (CollegesofMinesandEarthSciences)の4学科のうち3学科であり,

学位の対象となる専攻の区分 (主専攻),授与またはそれに関与する学科,そして授与される学

位の種類を両学部について,それぞれTable7およびTable8に示す23)0

Table7 ユタ大学が授与する工学系の学位

主専攻 学位を授与する学科等 学位の種類

応用力学 応用力学教室 M.S.ApMec.

生物工学 生物工学科 M.S.BE.,M.E.,Ph.D.

化学工学 化学.燃料工学科 B.S.,M.S.ChE.,M.E.,M.Phil..Ph.D.

燃料工学 化学.燃料工学科 M.S.FueE.,M.E.,Ph.D.

土木工学 土木工学科 B.S.CE.,M.S.CE.,M.E.,Ph.D.

コンピューター工学 コンピューター科学科/電気工学科 B.S.CpE.

コンピューター科学 コンピューター科学科/電気工学科 B.S.CpS.,M.S.CpS.,M.E..M.Phil..Ph.D.
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主専攻 学位を授与する学科等 学位の種類

材料工学 材料工学科 B.S.MSEりM.S.MSEりM.E.,Ph.D.

機械工学 機械工学科 B.S.ME.,M.S.ME.,M.E.,M.Phil.,Ph.D.

Table8 鉱山･地球科学部が授与する工学系の学位

主専攻 学位を授与する学科等 学位の種類

地質工学 池質学.地球物理学科 B.S.GeoE.,M.S.GeoE.,M.E.,Ph.D.

金属工学 金属工学科 B.S.MetE.,M.S.MetE.,M.E.,Ph.D.

まず,工学部には生物工学 (Bioengineering),化学 ･燃料工学 (Chemicaland Fuels

Engineering),土木工学,コンピューター科学,電気工学,材料工学,および機械工学の7学

科があり,学士レベルから博士レベルまでの学位授与に係わっている｡ただし,生物工学科は

学士レベルの学位は授与していない｡燃料工学および原子核工学両専攻の学位は,学士レベル

が無く,修士レベル以上のみで,このうち原子核工学専攻の学位授与は機械工学科が担当して

いる｡一方,コンピューター工学の学位は学士レベルのみであり,コンピューター科学科が電

気工学科とともに授与しているO

上記7学科に加えて,わが国の共通教室に相当するものと思われる応用力学教室 (Division

ofAppliedMechanics)があるOこの教室はいくつかの学科とともに応用力学に関連する2

学科間課程を受け持ち,当該学科の上級学位授与を分担している｡すなわち,修士レベルでは,

応用力学専攻のM.S.inAppliedMechanicsを機械工学科が,また,応用力学専門土木工学専

攻のM.S.inCivilEngineeringwithanareaofspecializationinappliedmechanics

を土木工学科がそれぞれ授与している｡Ph.D.については,応用力学専攻としての土木工学,あ

るいは機械工学のいずれかで取得できる｡

次に,鉱山 ･地球科学科は地質学 ･地球物理学 (Geology and Geophysics),金属工学

(MetallurgicalEngineering),気象学(Meteorology),および鉱山工学(MiningEngineering)

の4学科から構成されており,気象学科が理学系の学位を授与するほかは,他の3学科が工学

系学位の授与に関与している｡地質学 ･地球物理学科は,環境地球科学 (学士レベルのみ),也

質学,および地球物理学という理学系の学位が中心である｡

ユタ大学では学問学位と専門職学位とを明確に区別しており,さらにそれぞれ工学系では比

較的少ない中間的学位を授与している｡また,前節までの5大学と異なり.ユタ大学は4学期

刺 (quarter)を採用しているので,まず,他大学にも共通のM.S.およびPh.D.の取得要件を説

明した後,当大学特有の上級学位を紹介する｡
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(1)M.S.とPh.D.の学位の取得要件

(∋ M.S.はM.A.とともに,論文を除いて.選択した学修分野における授業科目履修は18単位以

下であってはいけない｡そのほかに12-18単位の選択が必要であるo学位取得に必要なすべて

の科目履修は,学生指導委貞会 (Student'sSupervisoryCommittee)によって承認されたも

のでなければならない｡学位取得候補者は,大学院授業科目 (500番台およびそれ以上の科目)

と論文で最低45単位を取得しなければならない｡そのうち少なくとも36単位はユタ大学に在学

して取得する必要がある｡ 最低30単位は授業科目履修で,残りは論文単位か,もし学科が認め

れば論文に代わる単位でなければならない｡学外のビデオ講義科目は,大学院在籍学修の条件

を満たすものではない｡

学位取得候補者はふつう主専攻の学科の分野における研究テーマに関して研究論文を提出し

なければならない｡それは学位のために完成した研究の9-15単位を表すものでなければなら

ない｡論文の最終承認を与える前に,指導委員会は公開の口頭試問を予定するが,学位取得候

補者はこのとき十分に防衛しなければならない｡少なくとも最終口頭試問の3週間前に,論文

草稿を委員長に提出しなければならない｡委員は少なくとも試問日の2週間前までにコピーを

受け取っている必要がある｡

いくつかの学科では論文に代わるものが認められるQ

② Ph.D.は高度を,専門化した研究分野における優れた業績に対して授与される｡個々の研究

における能力と関連した課題の理解力を必要とする｡この学位は,在籍の要件を履行し,単位

を累積しただけでは授与されない｡

Ph.D.の学位取得候補者は,ふつう,M.A.またはM.S.学位のための履修を含めて,承認され

た大学院学習.すなわち500番台以上の授業科目を3年 (9学期)を最低として完了しなければ

ならない｡それ以上の時間が必要かもしれない｡全く例外的な場合では,もっと短い時間が大

学院研究科長によって承認されることがある｡

少なくとも1年,すなわち連続3学期は,ユタ大学におけるフルタイムの教育 ･研究で送ら

なければならない｡総取得単位は9単位である｡｢論文研究｣の3単位も,在学要件が履行され

た後は絵取得単位として考慮される｡学外テレビ講議科目はこの在学要件のいかなる部分を満

たすためにも用いることはできない｡

学位取得候補者は,少なくとも論文研究20単位を登録しなければならない｡また,最終口頭

試問 (論文防衛)が行われる学期中に3単位以上を大学に正規に登録しなければならない｡

(2) MasterofPhilosophy(M.Phil.)の学位

Table7から明らかなように,工学部が授与する大学院学問学位には,M.S.およびPh.D.のほ

かに,一見すると文科系とも思われるMasterofPhilosophy(M.Phil.)があるのがユタ大学

の1つの特徴である｡化学工学,コンピューター科学,電気工学,および機械工学を主専攻と

する学生が授与の対象となる｡

この学位は,博士論文 (doctoraldissertation)を必要としないほかは,Ph.D.と同じ入学
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資格と学問的業績が要求される｡この学位の取得のために独立して開設された課程はない｡指

導委員会,語学の要件,主および関連分野,ならびに資格試験に関してPh.D.学位に及ぶすべて

の規則は,M.Phil.学位にも適用される｡Ph.D.のように,この学位は最終学位である｡学生は

同一学科で両方の学位の取得候補者と見なされることはない｡

M.Phil.の学位を授与されておりながら,同一学科で博士の学位を希望する学生は,大学院審

議会 (GraduateCouncil)の正式の措置によりM.Phil.の学位を取 り消さなければならないO

この措置は,学科からの書面による推薦と学生からの書面による願い出により着手されなけれ

ばならない｡

(3)専門職学位 (ProfessionalDegrees)

① MasterofEngineering(M.E.)

修士レベルの専門職学位は,MasterofArchitecture,MasterofBusinessAdministration,

MasterofHumanResouceManagementなど多くの分野に及んでいるが,工学系にはMaster

ofEngineering(M.E.)があるOこの学位は,工学における学士レベルの学位以上の勉学を志

してはいるが,研究籍向のM.S.の学位を取得には興味のない者のために作られた非論文学位で

ある｡そのような資格において,概して,P.E.を目指す人のための最終学位である｡工学部と

鉱山 ･地球科学部の選ばれた学科によって管理されている｡一般的な指導基準は,先述したM.S.

学位に適用されるものに従う｡

工学及び関連分野で少なくともGPA3.0で承認された授業科目学習の45単位を終える必要があ

る｡これらのうち最低36単位はユタ大学で履修したものでなければならない｡学位を取得しよ

うとする学部の長によって延長が認められなければ,すべての学修は連続4暦年内に終えなけ

ればならない｡

工学部の学生は,M.E.と研究指向の学位 (M.S.またはPh.D.)を取得する候補者に同時にな

ることは認められない｡工学部以外で研究学位の取得候補者である学生は,工学部からM.E.の

学位を取得する候補者になり得ない｡

② ElectricalEngineer(E.E.)

博士レベルの専門職学位には,DoctorofEducation,JurisDoctor,DoctorofMedicine,

DoctorofPharmacyなどがあるが,工学系ではElectricalEngineer(E.E.)がこのレベル

の学位に位置づけられているo

この学位は2年課程の専門職学位であり,電気工学のB.S.学位を取得後,電気工学および関

連分野で90単位を必要とする｡少なくとも3学期はユタ大学に在学して過ごさなければならな

いO電気工学の授業科目は大学院レベルの500,600,または700番台から選択しなければならな

い｡1年間の大学院セミナーが必要である｡関連分野の授業は,電気工学のB.S.学位を取得し

て修了するのに必要な授業と重複してほならないし,学位取得候補者の専門職としての目標を

達成するのに役立つように注意深く選択すべきであるoすべての授業科目履修は,学生相談委

貞会によって承認されなければならないO学生は正規の授業科目履修18単位までに代えて特BIJ
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プロジェクトを選択できるが,それは相談委員会の主査の指導の下で完了しなければならない｡

電気工学のB.S.学位を保持した取得候補者は,授業科目履修90単位,あるいは授業科目履修

72単位と学位を取得するためには18単位までの特別プロジェクトを終えなければならない｡電

気工学のM.S.学位を保持する者は,M.S.学位を取得後,大学で45単位を修得しなければならな

い｡この45単位は,(a)最大の18単位を終えた特別プロジェクトと残りの単位は科目履修.(b)45

単位の科目履イ夙 あるいは(C)30単位の科目履修と電気工学のM.S.の学位要件の一部として完了

した最大15単位の論文,のように配分できる｡

授業科目履修は連続 5暦年内に終えなければならないo

4.同時2学位課程と生涯教育関連学位課程

4.1 同時2学位課程

アメリカにおける高等教育,とくに学位授与に係わる興味ある問題として,単位修得の仕方

や専攻分野にもよるが,同一人が同時に2つの学位を取得できることが挙げられる0 2つの学

位としては,(i)学部学位と学部学位,(ii)学部学位と大学院学位,および(iii)大学院学位と大

学院学位という組み合わせがあり,大学によってDoubleDegreeProgram, Joint-degree

Program,DualDegreeProgramなどと呼ばれる課程を設けている｡以下にそれらの具体例

を述べる｡

4.1.1 2種の学部学位

(1)ノースカロライナ州立大学20)

ノースカロライナ州立大学の同時 2学位課程はDoubleDegreeProgramと呼ばれ,工学の

2分野におけるB.S,,あるいは工学の1分野とコンピューター科学におけるB.S.がそれぞれ取

得できるようになっている02つのコースの授業科目学修を早めに,また注意深く計画するこ

とにより,多くの授業科目を履修して両方の学位の要件を同時に満たし, 5年でこの2学位課

程を終えることができる｡このほか,工学部が授与するB.S.inEngineering(B.S.E.)または

B.S.inComputerScience(B.S.CpS.)を他学部で授与するB.S.またはB.A.と組み合わせる

ことも可能で, 1つの学位取得に必要な多くの授業科目は第2の学位の取得要件をも満たすこ

とができる｡

(2) ピッツバーグ大学9)

ピッツバーグ大学工学部は,他学部,さらに他大学との問に次の3つの学部間課程を設けて

いるo

① CombinedCollegeofArtsandSciences-EngineeringJoint-degreeProgram

学芸 ･科学学部と工学部は,学生が学芸 ･科学学部の 1つの主専攻を工学の課程と組み合わ

せ,両学部から学位を取得することを可能にする共同学位課程 (Joint-degreeProgram)を開
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設しているO学生は学芸 ･科学学部か工学部を通してこの課程への入学を願い出ることができ,

両学部に入学が認められる｡

課程の形態は個々の学生の選択にもよるが,最初の1年目のカリキュラムは代表的なもので

は標準の工学課程であり,次の3年間に,学芸 ･科学学部のいくつかの要件を満たしなから工

学の学位に対する特定の要件を完了する｡そして5年目には学芸 ･科学学部の要件を完了させ

る｡学位取得には,技術と一般教育の要件すべてと主専攻 (関連領域ではなく)を含めて,学

芸 ･科学学部の最低90単位が必要である｡さらに工学部では選択した課程の学位取得要件をす

べて満たすことが必要で,それはふつう70単位以上である｡この課程の学生は,工学を行動神

経科学,哲学,経済学,音楽などと組み合わせており,学芸 ･科学学部における学習課程によ

り,B.A.,B.S.,またはB.Phil.の学位のいずれかを取得する｡2つの学位を取得するには,両

学部の卒業を願い出なければならない｡

② Joint-degreeProgramwithUniversityHonorsCollege

工学部のいずれかの学科で例外的に優れた学問能力と意欲をもつ学生は,工学部と大学優等

生カレッジ (UniversityHonorsCollege, UHC)の間の共同学位課程を終えるように選択

することができる｡第1学年を終えた学生は,優等生カレッジの学位候補者として志願するこ

とができる｡さらに,工業物理学の学位B.S.EPhy.,あるいは工学部と学芸 ･科学学部(College

ofArtsandSciences)との5年制共同学位課程のいずれかを求める学生は,共同優等生カレ

ッジ学位を目指すことも勧められる｡

すべての優等生カレッジ学位課程は,独自の学識と最終学年の教授による能力本位の評価と

を必要とする｡独自の学識に対する要件としては,第3学年と第4学年の間に,論文を完成し,

試問に答えることを課している｡その結果,資格を得た工学部の学生は,工学部の学科の基本

的卒業要件が満たされるならば,工学部教授に接触して,独自の学識と優等生カレッジ学位取

得に至る学習の個人別計画を提案することができるC

③ CombinedLiberalArts-Engineering3/2Program

工学部は多くの認定リベラルアーツ ･カレッジ(CollegeofLiberalArts)との間にこの課

程を開設している｡これは3/2課程と呼ばれ,学生は最初,リベラルアーツ ･カレッジに入学し

て,3年の構築された課程を終えるOこの初めの3年間には,ふつうリベラル ･アーツ(liberal

arts, 自由学芸)の学位を取得するための普通教育要件,仝工学課程に要求される重点領域の

特定授業科目,そして工学部の特定学科に受入れが必要な授業科目が含まれている｡学生は自

由学芸学部の審査委員会の推薦を受け,ピッツバーグ大学工学部への転学を願い出る｡それが

受理されたら,学生は最終の2年間を工学課程で学ぶことになるo学生のピッツバーグ大学工

学部における学歴は評価のためにリベラルアーツ ･カレッジに転送され,リベラルアーツ ･カ

レッジの方針に従ってリベラル ･アーツの学位か授与されるO工学の学位は,工学の要件が完

結した時点で授与される｡
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4.1.2 学部学位と大学院学位

この課程は,わが国で学部 3年次から "飛び級''で大学院に入学した者に対する学士の学位

授与について1つの示唆を与えるものとも思われる｡以下,いくつかの大学における事例を述

べるC

(1)南フロリダ大学14)15)

南フロリダ大学ではFive-YearProgramsLeadingtoBachelorandMasterDegreesと

称し.5年間在学してB.S.inEngineeringまたはB.S.inEngineeringScienceとM.S.in

EngineeringまたはM.S.inEngineeringScienceを同時に取得できる課程を設けている｡4

年次の初めにこの課程を希望する学生は,成績や修得単位により進学が認められ,4年次で大

学院の授業科目を履修し,学部4年次の授業科目を5年次まで延長する｡そして,この2年間

に研究を行う0 2学位取得の要件は, 2つの学位を別々に取得するための要件と異なるところ

はないO

(2) マイアミ大学16)17)

マイアミ大学における2学位課程の1つにB.S./M.D.6年課程 (生物工学重点)がある｡こ

れは工学部 (CollegeofEngineering)のエンジニアリング･サイエンスと医学部 (School

ofMedicine)の両カリキュラムを合わせ,学修の期間を6年に短縮した課程で,非常に優れ

た学生が入学することができる｡学生は,工学部のエンジニアリング･サイエンス課程に1年

生として登録するとき,最初は医学部と工学部の両方に入学を許可される｡ 2年間は工学部で,

続く4年間は医学部で学ぶ｡エンジニアリング･サイエンスと医学部の両方のカリキュラムの

要件を十分に満たせば,B.S.とM.D.の学位が同時に授与される｡なお,工学部で学習する2年

生のとき,解剖学,生化学,生理学など22単位を履修しなければならない｡

(3) アイオワ州立大学18)19)

アイオワ州立大学の5つの学科には.学部学生にConcurrentGraduateDegreePrograms

が設けられているO これは上記の学科のカリキュラムを主専攻として,十分な資格を備えた第

3学年と第4学年の学生が,ふつう学習の5年目の終わりにB.S.とM.S.両方の学位を取得可能

を課程に入るため.出願の機会が与えられるものである｡研究歴に興味のある学生は,第4学

年と第5学年のとき,大学院研究助手の身分に応募することができる｡工学部では土木 ･建読

工学科と材料工学科がこの課程を通用しているD希望の学生は各学科に申し出るが,上記5学

科以外の学生は,大学院に直接応募して,同時学部/大学院学位課程を個々に計画することが

できる｡
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4.1.3 2種の大学院学位

(1)マイアミ大学17)

マイアミ大学のもう1つの同時2学位課程にM.S./M.B.A.課程がある｡この課程に入学する

ためには,工学部と経営学部 (SchoolofBusinessAdministration)の双方の入学基準に対

処しなければならない｡M.S.とM.B.A.の両学位を取得するには60単位が必要である｡工学の学

士の学位を有する者は,ふつう,特別の課程で夏学期の基本共通必修 (コア)の経営学授業科

目の18単位を取得する.工学の共通必修 (コア)は機械工学の18単位から成っているO

(2) ピッツバーグ大学9)

ピッツバーグ大学では,工学部のいくつかの学科が修士レベルの 2種の学位(DualMaster's

Degree)を認めている｡まず,化学 ･石油工学科では化学工学と石油工学,石油工学と数学,

あるいは化学工学と数学のいずれかの間で2学位取得が可能であり,一般にそれぞれ2つの分

野の基礎的授業科目を含めて42単位が必要である｡また,論文選択と非論文選択のどちらでも

良い｡次に土木 ･環境工学科では,土木工学と数学のM.S.を同時に取得することが可能で,42

単位を必要とし,学生は両分野で基礎的授業科目を履修しなければならない｡さらに土木 ･環

境工学科は公共事業 (PublicWorks)専攻も担当し.M.PW.の学位を取得するため,全学生

が登録し,3学期にわたる学習を必要とする一般的課程のほかに,次のように修士レベルで同

時2学位取得可能な課程を設けている｡

① 工学部内でM.PW.とM.S.CE.の2つの学位を取得する2学位課程(DuaトdegreeProgram)

で,4学期を必要とする｡

② 工学部のM.PW.と大学院公衆衛生学研究科 (GraduateSchoolofPublicHealth)の

MasterofScienceinHygiene(衛生学)を取得する共同学位課程(Joint-degreeProgram)

であり,4学期を必要とする｡

③ 工学部のM.PW.と大学院公共 ･国際問題研究科 (Graduate SchoolofPublic and

InternationalAffairs)の課程の1つでMasterの学位を取得する共同学位課程であり,4学

期を必要とするO

(3) アイオワ州立大学19)

アイオワ州立大学には大学院2学位課程 (DoubleGraduateDegreePrograms)があり,

2つの異なる名称のMasterの学位と2つのDiplomaを同時に授与するための2つの大学院主専

攻の要件を満たせば,2つの学位が授与される｡2つの学位のためには,最終プロジェクト(請

文またはcreativecomponent)は両方の学科からの課題分野を統合しなければならない｡Master

ofArchitecture/MasterofBusinessAdministrationなど専門職学位どうしの組合せ4種

があるが,工学系の学位は関与していない｡
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(4) ユタ大学

ユタ大学にはJointDegreesの制度があ り,専門職学位であるMasterofBusiness

Administration(M.B.A.),DoctorofMedicine(M.D.),あるいはMasterofPublic

Administration(M.P.A.)を同じ専門職学位であるJurisDoctor(∫.D.)や Masterof

Architecture(M.Arch.),あるいはいくつかの専攻分野の学問学位のM.A.,M.S.,あるいは

Ph.D.と組み合わせているo工学系では,鉱山･地球科学部が授与するM.S.inMiningEngineering

(M.S.MinE.)がM.B.A.と同時に取得することが可能になっている｡この場合,学生は2つの

学位を別々に取得するに要するはずの時間よりも, 2-3学期 (4学期制の)少ない期間に2

学位を取得することが認められる｡この共同学位課程に出願するときは,両方の学部の許可が

必要である｡

4.2 学外学位課程

わが国では,｢生涯学習体系への移行及び高等教育の多様な発展の観点｣から,平成 3年 7月

に学位授与機構を創設し,｢高等教育段階の様々を学習の成果を評価｣して学位の授与を行って

いる｡それまでわが国では,大学または大学院に正規に在学している学生が,授業に出席して

学習し,教員の指導の下に研究を行って,それぞれ所定の要件を満たしたとき,当該大学また

は大学院は学位を授与してきた｡これに対して,アメリカでは,とくに1970年代以降に学外学

位課程 (ExternalDegreeProgram)が展開し,当該大学の学外で学習した個人に対しても,

評価によって学位を授与している7)23)C 学位授与機構が短期大学および高等専門学校卒業者な

どが単位を累積した場合に授与する学士の学位がこれに相当すると言える｡第2次世界大戦後

の教育制度改革でも残されてきたわが国の ｢論文博士｣も学外学位であるが,単位修得を伴わ

ない点がアメリカの場合と根本的に異なるO

工学系の分野では,実験 ･実習を学位取得の要件としたり,とくに上級学位では研究論文の

作成を必要とする専攻が多いことから,在学の要件なしに学位を取得することは,容易ではな

いと考えられてきた｡しかしながら,工学系でも,従来の-- ドな面を重視する分野に代わっ

て,ソフトな学問体系を取 り入れた専攻が開かれるようになった｡同時に,種々の伝達システ

ムが開発され,放送やビデオ教材による教育が普及してきた｡したがって,工学系の分野であ

っても,専門によっては,学外学位の取得が比較的可能になった｡そこで,本節では,これま

で事例として示した諸大学における工学系の学外学位に関連した事項を説明する｡

(1)南フロリダ大学14)

南フロリダ大学は生涯教育に関して有数のものであり,OpenUniversityとDivisionofLearning

Technologiesなどが専門的能力の開発と向上,高齢者の人生充実や退職準備,単位修得や累積

加算,さらに学位取得などを目標にした社会人 ･成人を対象にして,単位には無関係なコース

を含めて,広範で多様な学習機会が学外 ･遠隔地に提供されている｡そのためにはラジオ,チ

レビ (放送 ･ケーブル),衛星,ITFS(InstructionalTelevisionFixedService),ビデオ
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カセットなどを駆使しており,遠隔地の学生の便宜をはかり,登録は電話でもできるようにし

ていることは利用者にとって便利である｡そのほか学内の大学院レベルの講義を電話回線を使

ってテレビ伝送し,テキサス州のTexasWomen'sUniversityの約10名の博士レベル課程の学

生にも教授しており,講義に関したや りとりはE-Mailとファクッスで行われる｡担当者はケー

ブルテレビの有用性を強調している｡

南フロリダ大学のFloridaEngineeringEducationDeliverySystem(FEEDS)と呼ばれ

るフロリダ工学教育伝達システムは,フロリダ州立大学システム (FloridaStateUniversity

System,SUS)に属するすべての機関が協力した1つの成果である｡工学部は,認可された大

学院課程をもっており,主要なセンターに指名されている｡主要なセンターは,フロリダ州内

の技術者がコースを利用できるようにしている｡南フロリダ大学以外のSUSに属する諸大学は,

協力センターであり, 1つまたはそれ以上の主要なセンターが供給する授業に地元の技術者が

出席する場所が得られるようにする｡多くの会社は,内部手段で工場内の場所を確保している｡

FEEDSの目的は,キャンパスにいる大学院教授陣と工学関係の業務でフロリダ州内の会社に

雇用されている大学院学生の間のコミュニケーションをつなぐことである｡フロリダ州の産業

罪,政界,そして教育界の指導者達は,全州を通して専門家による最高品質の工学教育に速や

かにアクセスすることが,-イテック産業の成長,ならびに州住民の経済的および社会的健全

性で重要な役割を演ずることに同意している｡

この伝達システムFEEDSは,キャンパス内の課程とは別個のものであるが,これを利用して

要件を満たしたときに授与される大学院学位は,キャンパス内の適切な課程および学科が関連

した学位と同じものである｡入学と成績の基準も,学内と学外で同じである｡すなわち,この

伝達システムは,産業所在地または協力拠点で,キャンパス内と同様に多く課程が実地に行わ

れるように,FEEDSに加入した産業の現場や協力会場に伝達するように計画されている｡

このように,学外の加入地で大学院学位取得のために供給するアクセスは,FEEDSの主要な

目的であるが,アクセスは専門職開発を目的とする大学院授業科目のみを修得しようとする個

人にも与えられる｡ただし,個人は,協力大学センターまたは加入団体の場所でのみ要件が満

たされる｡授業科目は,南フロリダ大学が支持するすべての工学領域で修得可能である｡

FEEDSはキャンパス課程-のアクセスを供給する伝達システムであるので,すべてのキャン

パス入学と成績の要件は,遠距離の場所にいる学生に当てはまる｡FEEDSを通して伝達される

授業科目に登録している学生は,学位学生または非学位学生として主要大学の1つに入学が認

められなければならない｡

すべての学生は,学位学生でも非学位学生でも,各希望の授業科目を学期ごとに登録し,ア

ドバイザーを決めなければならない｡登録とアドバイザーの助言は,大部分の場合,遠隔の場

所で起こることになる｡また,ふつうのキャンパス課程を通してFEEDS部門へ登録することは

認められない｡

工学部機械工学科は,主にFEEDSネットワークを通して科目履修をしている地元産業のフル

タイムの雇用者にM.S.E.の学位を授与している｡また,コンピューター科学 ･工学科は,修士
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レベルの学位としてM.S.CpE.とM.S.CpS.を授与するが,この両学位課程には論文選択と非論

文選択があり,当学科が提供する多くの大学院授業科目は,FEEDS課程を通して,P.E.に役立

つようになっている｡

土木工学 ･応用力学科では,科目履修のみによって上級学位を取得する機会をもつ学生にMaster

ofEngineering(M.E.)の学位を授与している｡最低の科目履修要件は33単位であり,2年の

土木工学関連の就業経験を必要とする｡この学位は,就業義務のためにプロジェクトや学位論

文研究を行うことが困難とみるパー トタイムの学生に勧められる｡当学科の大学院授業科目の

すべては,週日の夜間に開講されるので,パー トタイムやFEEDSの学生が大学院学位を取得す

ることを可能にしている｡

(2) マイアミ大学16)

マイアミ大学の継続教育学部 (SchoolofContinuingStudies)は14ある学部の1つで,日

中,フルタイムで学習する時間をもたない多忙を成人のため,とくに計画された多種多様の課

程を提供しており,その目的は次のようなところにある｡

(a) 学位取得を目指す成人に非伝統的な学習の機会を提供する｡

(b) 新しい職業を求める人のために専門職単位を与える｡

(C) 単に学習という刺激を楽しむことを望む人に応える｡

主な課程の1つは,夜間課程であり,法学部と医学部を除いて,マイアミ大学のすべての単

位科目を午後4時30分以後,または土曜日に学習できる｡400番台 (学部4年向)以上の授業科

目を各学期に提供し,夜間のみで,学部学位および大学院学位の取得を熱望している勤労学生

に,希望をなし遂げる機会を与える｡

もう1つの課程は,夏学期である｡これは工学部を含む多くの学部 ･学科が上記課程と同樵

の授業科目を用意し,キャンパスの内外で,昼夜を問わず,学習する機会を与えている｡この

課程には名誉教授も協力しているようである｡

(3) アイオワ州立大学18)19)25)26)

アイオワ州立大学 (ISU)にはLateAfternoon,Evening,andSaturdayClassesと呼ば

れる授業課程があり,主キャンパス所在地のAmesから通学距離内に居住する人達が,キャンパ

ス内の授業料E]を学習できるように,午後遅くと夜間,あるいは土曜日に授業時間割を組んで

いる｡それによって,フルタイムの職にある人,あるいはその他の責任ある人達が通学して,

学習を続けることができるようになっている｡

学外教育では,ProfessionalOutreachPrograminEngineeringと呼ばれる工学専門職遠

隔教育課程がある｡この課程は,商工業のための公開講座教育部(ISUExtensiontoBusiness

andIndustry)を調整役として,工学部が数学科および統計学科と連携しながら学外授業科目

を提供し,それによってアイオワ州内の技術者および関連専門家が経歴を高める機会をつくっ

ている｡この学外授業科目は大部分がビデオ伝達によって行われており,ビデオテープは最低
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のコストでフレキシブルな方式の技能教授の伝達機構として立証されている｡また,この学外

授業科目は,キャンパスで提供されるものと同じであり,アイオワ州立大学の教授陣が教え,

ふつう在学して履修する単位を取得できるという特徴がある｡学外授業科目で修得した単位は,

アイオワ州立大学における履修歴の一部となり,学位の要件を満たすために使うことができる.

ビデオテープ授業は,とくにP.E.(PracticingEngineer)のためには最も効率が良く,経

済的,かつフレキシブルな学修方法であることが明らかにされている｡その点,アイオワ州立

大学はビデオテープ単位の授業科目をP.E.のために提供する国内最初の大学の1つであり,学

外大学院学生との25年以上の学習経験をもっている｡毎年,250名余の技術者が約20のクラスに

入学する｡教材の多くは,特別に装置を設置し,1982年以来,専門家はだしの晶質で授業のテ

ープ化を続けてきた工学部の2つの教室で作られる｡そのうちの1つの教室は,コースかアイ

オワ州のファイバ一光ネットワークであるIowaCommunicationsNetwork(ICN)を通じ

て伝達できるように改装されているOファイバ一光ネットワークを通しての1)アルタイムの伝

達は,音声およびビデオ画像の双方向のや りとりによって,学外学生が学内教授陣やクラスメ

ートと連絡することを可能にしている｡

アイオワ州立大学は,NationalTechnologicalUniversity(NTU)に加盟しているoNTU

は46の大学の事業遂行共同体 (consortium)であり,国内で工業に関わっている技術者に人工

衛星を通じて各セメスターあたり200の単位授業科目を伝達している｡

MasterofEngineering(M.E.)の学位は,学問的基準と全体の達成度の点ではM.S.と同

一であることは第3章で述べたO工学部はこのM.E.の学位取得を目的とした課程を用意してお

り,それは主として学外の課程である｡このOptionBの課程は,在籍,最終口頭試問,あるい

は学位論文の要件が無いD2つの共通必修 (コア)科目と特定の重点分野で最低 3つの授業科

目が要件に含まれる｡アドバイザーの承認と大学院教授陣の指導を受けたプロジェクト研究か

ら6単位までを修得することができる｡最低30単位の要件の中で,22単位はアイオワ州立大学

で修得しなければならない｡

(4) ノースカロライナ州立大学21)

ノースカロライナ州立大学では,継続教育部 (DivisionofContinuingStudies)がラジオ,

テレビ (放送 ･ケーブル),衛星,などを駆使して生涯教育を行っているo大学院レベルに関係

するものとして興味深いのは,Video-BasedEngineeringEducation(VBEE)であるOこ

れは.特別に設備を備えたスタジオでビデオテープに録画した正規の授業であって,企業に在

籍したまま学生として履修し,企業内で定期的に集まって学習することができる｡1か所で最

低 5人の学生が登録すれば,定期的に教具を派遣するoビデオ再生装置は大学から会社に貸し

出され 学期終了とともに会社は責任をもって返却する｡そのほかの大学院レベルの単位を修

得したVBEE受講者には,その後に要件を満たせば,研究論文,口述試験,通学なしに,Master

ofEngineering(M.E.)の学位を取得する途か開かれている｡遠隔地の学生の便宜をはかり,

登録は電話でもできるようにしている｡教室出席を強制されることなく,技術者,科学者,技
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術専門家たちが彼らの分野において趨勢を保持し,実り多いものにすることを助けるために,

大学院レベルの教育課程を提供していることは利用者にとって便利であるO

なお,ノースカロライナ州立大学のM.E.学位は,本来,学外の課程に限られている｡

Post-BaccalaureateStudies(PBS)の学生としてこのVBEEコースを履修した後に大学院に

入学すれば,VBEEコースの単位の一部はM.E.課程の単位として加算される｡

(5) ピッツバーグ大学9)

ピッツバーグ大学における製造システム工学課程 (ManufacturingSystem Engineering

Program)は,M.S.inManufacturingSystemEngineeringの学位取得に至るもので,製

造システム工学における徹底的学修に加えて,資格を備えたP.E.と傑出した最高学年の学部工

学系学生のための選択科目がある｡教室の学修と現場での工業研修6単位を合わせて36単位か

ら成り,フルタイム学修の1年で終えることができるように計画されている｡ただし,パー ト

タイム学修もあり,この場合は現場での工業研修が 9単位になるなど,単位配分が異なる｡工

学部の建物の10階にこの関係の教室などがあり,Johnstownキャンパスとの間でテレビ講義が

可能になっている｡工学部のフルタイムの職月などが,勤務時間後に学修しているようであるo

この課程の志願者は,工学,あるいは物理学,化学,数学,またはそれらに相当するもののよ

うな-- ドな科学の学部学位を保持している必要がある｡

4.3 プロフェッショナル ･エンジニアと工学系学位

4.3.1 プロフェッショナル ･エンジニア

中世の頃から職人の能力の高低,技術の巧拙が見られるようになると,能力の低い職人の仕

事は社会に損害を与えるので,能力や技術を管理しようという動きが起こってギルド制に至っ

たO近代に入ってからも同様に,エンジニアも能力 ･技術を認定され,登録されなければ社会

に対する責任が果たせないという考え方が定着した｡その結果,アメリカに生まれたのがプロ

フェッショナル ･エンジニア (ProfessionalEngineer,以下P.E.と略す)の制度である27)28)0

P.E.はしばしばPracticingEngineerとも言われ,そのほかRegisteredEngineer(R.E.),

ConsultingEngineer(C.E.),LicensedEngineerも同意語として使われている｡

P.E.の制度は,1907年にワイオミング州で正式の州法として初めて法制化され,現在ではア

メリカ仝50州でエンジニアの登録と管理に関する法律が制定されている｡歴史的背景を踏まえ

ると,P.E.は ｢公共のために工学の知識と技術を使う専門的職業人｣の意味をもっとも言わ

れ27),公共の安全に係わるプロジェクトを任されているエンジニアは,免除されている地位に

いる者を除き,登録していなければならない27)28)｡なお,その資格は原則として登録した州に

だけ有効である｡また,州によってはProfessionalCivilEngineer,ProfessionalElectrical

Engineerなどのように,専門分野を付記している｡

日本人でP.E.の資格をもつ土屋29)が述べているように,P.E.の社会的信用度は非常に高く,
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独立してコンサルタントを営む人にとって,政府認可のうえで不可欠であり,企業においても

優秀な技術者,管理者確保などメリットが大きく,特別手当てを含め優遇措置をとるところが

多い｡エンジニアリングや契約締結をはじめ,議会ロビー活動などでも有利なようである｡P.E.

は欧米ではエンジニアリングを手がけるために必要な資格として定着しており30), ヨーロッパ

では英国におけるCharteredEngineerの制度なぜがあって,各国の資格制度に基づいて相互に

承認する体制ができている｡わが国でも欧米のP.E.制度と整合性のある制度の導入が検討され

ている｡

4.3.2 PE試験と萱銀 27)28)

P.E.に登録するための試験は,主としてNCEES(NationalCouncilofExaminersfor

EngineeringandSurveying)に準拠し,各州独自に行われる｡1次試験と2次試験があり,

どちらの筆記試験も午前4時間,午後4時間の計8時間に及んでいる｡

1次試験は "FundamentalsofEngineering(FE)試験"と呼ばれ,E-Ⅰ一T (Engineer-

in-Training)試験としても知られているが,P.E.登録を目指すにはまずこの試験に合格しなけ

ればならない｡FE試験の受験資格は,詳細は州によって異なるが,もっとも基本的な要件は,

アメリカ工学教育基準協会 (ABET)が認走した,工学,基礎科学,または工学技術の大学4

年課程を卒業していることである｡しかし,ほとんどの州では,そのようなABET認定課程の

3年または4年の学生にFE試験を受ける資格を認めている｡ABETの認定を受けていない課

程の卒業者は,受験を認められる前に,実務業務の経験年数を示すよう要求される｡また正規

の工学教育をまったく,あるいはほとんど受けていない出願者には,高校卒業の学歴と認めら

れる数年間の経験が必要であるo 州によっては年齢制限があったり.アメリカ市民権,州内居

住などを必要条件にしている｡筆記試験は上述の資格を満たした者に対して,マークシート方

式により,工学,数学,物理科学の多肢選択問題についてなされるoFE試験に合格するとE.I.T.

(EngineerinTraining),またはインターン･エンジニア (InternEngineer)となる｡

2次試験はPE試験と呼ばれ,この試験を受けるには,EエT.の資格を取得後,4年間の実務

経験が必要であるoこの実務経験はすべて大学卒業後に積まなければならないというわけでは

なく,大学在学中に業務について,その仕事が実務経験の基準に適合していれば,卒業後4年

未満でも受験できる｡ABETの認定を受けていない工学課程の卒業者は,4年以上,学歴によ

ってはふつう8-12年の実務経験が必要であるOまた,少なくとも1年以上はアメリカ国内に

おける実務業務の経験が要求されるとも言われている20)｡出願には,P.E.3名以上を含む5名

による身元保証書のほか,倫理はP.E.にとって重要な要素であるので,倫理問題に対する解答

書の提出も必要である｡筆記試験は,専門分野におけるエンジニアリング･プロジェクトで責

任ある役割を引き受けられる能力と準備の有無を判定するため,予め申告してある専門1分野

か多分野について行われる｡州によっては口頭試問も実施される｡70%が合格点とされており,

合格者はP.E.のライセンス授与式に参加できる｡ 一
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4.3.3 プロフェッショナル ･エンジニアを目指す学位課程

工学系の学位はプロフェッショナル ･エンジニアの資格に直結するものではないが,FE試験

やPE試験の受験資格,ならびに免除資格に学位あるいは学歴が係わることもある｡たとえば,

FE試験に合格することがプロフェッショナル ･エンジニアに登録する前提であるが,州によっ

てはPh.D.など工学系の上級学位を保持する者にはFE試験を免除し,PE試験から受験させてい

る｡しかしながら,PE試験に必要な実務経験は,M.S.やPh.D.という上級学位を保有していて

も要求されるOこの実務経験は,大学が教育期間に代用できることがあっても,その道はない｡

例外として,P.E.の資格は専門分野別に,州ごとに取得するが,他の州や分野で登録する際,

認定工学課程を修了し,適当と認められた年数の実務経験のある者,ならびに工学系の上級学

位を保持する者は,PE試験が免除されることもある27)ようである｡

一方,大学側としては,工学系の学位を保持する者の中にプロフェッショナル ･エンジニア

の資格の取得を希望する者が多いことから,大学によってはPE試験に準拠した授業科目や課程

を設けるなど,それに応える対策をとっている｡統計上の傾向として,ABET認定の工学課程

を終えた受験者のほうが,それ以外の受験者よりも平均的にFE試験の成績が良いこと27)28)など

も,このような科目や課程の開設に積極的になる一因ではないかと思われる｡そのほか,大学

がP.E.取得のために受験を計画している者,ならびにP.E.が3年ごとの更新を義務づけている

ことからトレーニングを希望する者などを対象とした課程を開設することは,社会人に対する

生涯教育や リフレッシュ教育の一環としても有意義をものである｡以下,直接あるいは間接に

P.E.に係わる課程を述べるO

(1) 南フロリダ大学14)

南フロリダ大学が授与する工学系大学院修士レベルの学位の1つにMasterof-(-は専攻

分野)があるOすなわち,工学部 6学科のうち,コンピューター科学 ･工学科を除く5学科は,

同一領域の学部学位を保持し,全教科学習課程を履修した者にMasterofChemicalEngineering

(M.ChE.)などの学位を授与している｡その中で土木工学 ･力学科が授与するM.CE.の学位は,

研究指向のM.S.CE.とは異なり,デザインとか工学実務の非技術的観点の両方を強調して,土

木工学の専門職業務を指向する学生に選択の自由を与えている｡とくにM.CE.の取得要件がM.S.CE.

のそれと異なる点には,専門職登録のための第1ステップであるFE試験に参加することがあり,

デザイン科目の最低18単位履修,経営学や公共政策など専門職実務に関連する非工学分野にお

ける学修,学位取得前6か月の就業経験または職業研修も含まれているO

また,コンピューター科学 ･工学科で授与するM.S.CpS.あるいはM.S.CPE.の課程において,

学生は論文選択か非論文選択のいずれかを選ぶことができるが,多くの大学院授業科目がFEEDS

の課程を通して,P.E.のために役立つという｡さらに,電気工学科における非論文選択の修士

レベルの課程は33単位修得が要件であるが,これもFEEDS課程を通して,P.E.のために役立つ
⊂｢

といつ｡

工業 .経営システム工学科のM.S.EMg.学位課程は,技術管理路線に移行するため,種々の分
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野からP.E.の準備のために計画された学外パー トタイム課程である｡授業科目は,フロリダ州

内の多くの工業中心地で,午後遅 くと夜間にFEEDSを通して提供される｡この課程の科目には,

工学管理,資源管理,戦略立案,および生産性などの概念が含まれている｡ 学部学位の取得後,

認可された授業科目36単位の履修が必要で,そのうち21単位は共通必修 (コア)科目,15単位

は選択科目である｡応用研究に興味のある学生には,論文選択もあり得る｡学生の専門分野に

おける上級授業科目の6単位までは,選択として履修できる｡

(2) マイアミ大学16)

マイアミ大学にはCertificateProgramsinEngineeringと呼ばれる課程があり,工学部

が継続教育学部と協力して,大学院の厳しい入学要件を満たす必要無しに,P.E.のための上級

の,あるいは専門化した教育を提供している｡この課程に登録された学部学位の保持者,ある

いは同等の資格を有する者は,工学の特定分野で15単位の科目履修を終えると,大学から熟練

証明書が授与される.学習課程は,各学生とア ドバイザーにより個人本位で準備されるD

(3)アイオワ州立大学25)

アイオワ州立大学は,大学院学生に在学の要件を課していないし,前節で示したように学外

授業科目に力を注いでいるので,勤労者が修士レベルの学位を取得することは,比較的に容易

であると考えられる｡とくに工学の分野では,学位論文を必要としないM.E.の学位を取得する

ことは可能である.それに加えて,前節で述べたとおり,アイオワ州立大学はビデオテープに

より単位を取得する授業科目をP.E.のために提供する米国内最初の大学の1つである｡そこで,

とくにP.E.を念頭に置いた学外課程として,特別に企図したシステム工学(SystemEngineering)

課程を設けている｡学位取得には30単位を修得することが必要であるが,要件は次の5つのグ

ノレー78

(a) 特定の産業グループに概念を応用している1科目を含めて,システム工学の一般的領域

で2つの必修科目で6単位o

(b) 学生に適切な1つの工学分野で大学院の6単位｡

(C) システム工学の特色を強くもつ授業科目のリストから選択された上級工学科目で大学院

の9単位｡

(d) 各学生の教育上の目標に応じて,工学分野以外の領域の中で商業,経済学,コンピュー

ター科学,数学または統計学から6単位｡

(e) creativecomponentの3単位｡

に分けられる｡これらの中で,creativecomponentは重要なシステム工学の内容をもつ話題を

学ぶ機会となる｡学外学生にとって,プロジェクトは学習に関連があるかもしれないし,ある

いは関連がないかもしれない｡いずれの場合も,プロジェクトは実地の (onthejob)研究課

題よりも範国が広 くなることが期待されるb

この課程の授業科目は,機械工学,生産工学,ならびに電気工学などの分野でB.S.の学位を
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保持する学生向きに,それぞれの組合せが用意されている｡

(4) ノースカロライナ州立大学21)

ノースカロライナ州立大学の工学部が授与するEngineer(技師)と呼ばれる学位は,専門職

学位に分類されており,この学位取得を目的とするPR学生のための課程は,

(a) 学部学位を保持している上,さらにもう1年の教育をうけることが望ましいと考える工

学系の学生｡

(b) 最新のトレーニングを行い, 1年の専門職学習を受けることを望むP.E.0

(C) 物理科学または数学の学位を保持し,工学における教育の専門職レベルを求める学生｡

を考慮して計画されたものである｡ 多様性に富んだ学生のニーズに応え,また専門職授業科目

履修を重要視して,課程は十分にフレキシブルであるように意図されている｡カリキュラムは,

500番台またはそれ以上で少なくとも15単位を含めて,400番台またはそれ以上で最低30単位か

ら成っている｡

この学位は,将来のPE試験を念頭において履修した学生に与えられるものと思われる｡5年

の課程は,本来,実務を重視したものであり,4年の正規の学部課程では,認定されたカリキ

ュラムに従って学習するほかに余裕はほとんど無い｡したがって,土木工学を例にとると,チ

ザインやマネイジメントに関する授業科目を履修することは困難である｡

(5) ピッツバーグ大学9)

まず,明らかにP.E.を目指す学生のために設けられた課程の例を示す｡先述のように,ピッ

ツバーグ大学工学部化学 ･石油工学科では,M.S.ChE.の学位を取得するためには2つの課程が

あり,1つはわが国の多くの化学工学専攻に相当すると考えられる正規課程であり,もう1つ

は文字通りP.E.を目指すP.E.課程(PracticingEngineerProgram)である｡大学外でフルタ

イムの就労をしながら,化学工学における先端的研究を続けることを希望する技術者は,この

P.E.課程に入学を志願できる｡入学希望の学生は,まず大学院の化学工学専攻に入学を志願す

べきであり,一旦入学してからP.E.課程-の入学を願い出ることができるoこの課程が正規課

程と異なる点は次のとおりである｡

(i) 本課程に入学できるのは,化学工学または関連分野において,大学外でフルタイムで

働いている技術者に限られる｡

(ii) 最低30単位が必要であり,科目履修をもって,学位論文 (M.S.thesis)かセミナーの

要件に代えることができる｡

(iii) 総合M.S.口述試験,または学期プロジェクトが必修である｡

上記のほか,前節で述べた製造システム工学課程は,P.E.のための選択授業科目を用意してい

る｡
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(6)ユタ大学23)

ユタ大学のMasterofEngineering(M.E.)の学位については3.6節で述べたとおりであ

り,P.E.のための最終学位と言われている｡

5.結 昌

アメリカにおける工学系の学位について,著者が直接訪問した大学を中心に,学位の種類,

専攻分野の名称,授与する学科または課程などを大学ごとに分類し,共通性と特異性を検討し

た｡大学院学位では,とくに修士レベルに注目して,専攻分野の付記の仕方を含めて学位の種

類と取得要件との関係を明らかにした｡アメリカの学位には,わが国のように統一された規則

や基準は無く,大学によって大きく異なる面もあるが,一方ではある程度の共通性も見られる｡

とくに,Masterの学位では,研究論文提出の要件の有無,学生の学部時代の学歴や能力などに

よって学位の種類を変える大学が多い｡

わが国の工学修士や修士 (工学)の大部分は,専攻で定めた授業科目単位を修得し,研究論

文を提出して審査に合格することを取得要件としている｡ アメリカでこれに相当する学位は,

学問学位の ｢マスター ･オブ ･サイエンス ･イン･専攻分野｣,すなわち,例えば化学工学専攻

の修了者ならばMasterofScienceinChemicalEngineeringであると言える｡しばしば工

学修士や修士 (工学)が英訳されるMasterofEngineeringは,アメリカでは論文提出を要求

しない学外学位に位置づけられる例が多く,大学によっては明確に専門職学位に分類している｡

この点では,2.2節で述べたペンシルベニア大学におけるMasterofScienceinEngineering

(M.S.E.)の用法が興味深い｡いずれにしても,"Science''を ｢理学｣に直結することなく,

英米の学位のMasterofScienceの原点に還った上で,工学系学位の英文表記を検討すること

が望まれる｡

アメリカの大学の学位授与に関して興味深いのは, 2種の学位を同時に,課程によってはレ

ベルの異なる学位を授与する課程であるoわが箆で学部 3年生から大学院に入学した者は,大

学は中途退学になるので,学士の学位を保持しないo学位規則では,大学は当該大学を卒業し

た者に学士の学位を授与することになっているから,この "飛び級"の形で大学院に進んだ者

には,学士の学位を授与できない｡もしその学生が学士の学位取得を希望するならば,学位授

与機構に申請することになるOこれらのことから,いろいろな問題はあるとしても,大学にお

ける学部学位と大学院学位の同時2学位取得について,わが国でも思い切って早期に検討すべ

きではないかと考えられるo

アメリカでは,Masterの学位の種類を当該学生の学部時代の学歴によって変えている大学が

ある｡これは認定 (accreditation)の問題が係わるとも思われるが,学部学位の専攻分野が,

(a)大学院と同じ分野,(ち)大学院と異なる工学の1分野,または(C)非工学系の分野などのいずれ

かによって,学位の種類が異なったり,あるいは論文選択か非論文選択かが決まる場合が多い

ようである｡わが国では,とくに大学院の学際領域の分野において,どちらかと言えば入学試
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験の成績を問題にして,学部時代の専攻分野を問わない傾向が強いように感じら̀れるが,大学

院学生の学歴や能力が多様化した今日,何らかの考慮が必要ではないかと思われる｡.

生涯教育に関連した学外学位については,伝統のあるアメリカ諸大学の事例は大いに参考に

すべきものである｡とくに,わが国で科目等履修生の制度が始まってから約5年を経過した今一

日,学士レベルについては学位授与機構の ｢新しい学士への途｣を含めて,工学系でも展開に

注目すべきであろ･う｡しかしながら,工学系の学外上級学位にはまだまだ限界があり,アメリ

カにおいて大学院の修士レベルで在学の要件を課さない大学があるとしても,-- ドな専攻分

野ではM.S.の学位を取得するのは容易ではないと思われる｡結局,フルタイ･ムで就職している

者がパートタイムの学修を行ってMasterの学位を取得できるのは,実験を伴わないソフトな分

野に限られ,学位の種類は非論文選択の学外学位としてのM.E.になるケースが多いようであるb

一九 わが国では社令人特別選抜制度によって企業在籍者が大学院に入学し,課程修了によ

り博士の学位を取得することが容易にな?た｡しかしながら,この制度の運用はフレキシブル

で,実験を伴う工学系でも大学研究室への通学を強くは求めていない例も多々あるという｡こ

の点,大学における種々の教育 ･研究上の学習を通じて,｢課程博士｣として重要,かつ貴重な

経験を積むことが無く,学外学位とも.言える ｢論文博士｣ との違いが唆味にな･る｡したがって,

同じ課程に在籍している一般学生との間に一種の格差を生ずるとともに,一般学生の修了後の

企業への道を狭めることが大いに懸念される｡

プロフェッショナル ･エンジニアには,最近,わが国でも関心が寄せられている｡企業の海

外進出にとって重要ではあるが,わが国の大学では工学系でも専門職教育に対する考え方か英

米とは異なり,将来に残された課題である｡

最後に,学位課程への学協会の係わりについて言及する｡まず,工学系の例ではないので本

論では触れなかったが,理学系の化学専攻の場合,南フロリダ大学およびノースカロライナ州

立大学では学部学位としてB.A.またはB.S.が取得できる｡そのうちアメリカ化学会が認定

したがJキュラムを履修し,学書陣 業後,化学を専門として就職,あるいは進学する者にはB.

S.の学位を授与している｡次に,3.1節で述べたように,南フロリダ大学工学部の土木工学 ･

力学科の修士レベルのM･CE･学位では,6か月の就業琴験を取得要件にしているが.それに

はアメリカ土木学会フロリダ支部が協力している｡このようなカリキュラムを含む学位課程へ

の関連学術団体の直接,あるいは間接の寄与は,わが国でも論議の対象になるものと思われるO

本研究にあたり,平成6年度在外研究の機会を与えられた文部省,および田中郁三機構長は

じめ学位授与機構の関係者各位,多くのご教示とお力添えを賜ったノースカロライナ州立大学

工学部YasuyukiHorie教授,同日本センターFrancisA.Moyer氏,南フロリダ大学放送大

学部 (TheOpenUniversity)部長ThomasC.Wilson博士,ならびにユタ大学の資料人手

にご協力下さった神奈川工科大学伊熊泰郎教授,さらに材料工学に関する研究を通じて親しい

知己となり,工学系の学位制度についても情報を提供されたアメ･リカの友人諸氏に深く感謝の

意を表する｡
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〔ABSTRACT〕

HigherDegreesConferredbytheFieldofEnglneering
●

intheUnitedStates.

YasutoshiSAITO*

Anoveriewhasbeengivernonthedegreeswhichareconfe汀edbythefieldof

engineeringatseveraluniversitiesintheUnitedStateswithemphasisonhigher

degrees,particularlyonmaster'sdegrees.Thedegreesgenerallyconsistofthe

following categories:(1)Undergraduate Degrees,(2)Graduate Degrees,(3)

ProfessionalDegrees,andothers.

TheMasterofScience(M.S.)degreeisawardedinthefieldofengineering.

Mostuniversitiesofferthefollowingtypesofmaster'sdegrees:① Masterof

ScienceinaDesignatedEngineeringField,② MasterofDesignatedDiscipline,

③ MasterofEngineering,and others.The degreeto be awarded depends

onthedisciplineoftheundergraduatedegree,thegraduateprogramofstudy,the

selectionofthesisornon-thesisoption, andsoforth.TheMasterofEngineering

is mostly a professional, non-thesis, and off-campus degree. Although

"Kougaku-ShushiorShushi-Kougaku''inJapanisaresearchdegreeandcorresponds

to① MasterofScienceinaDesignatedEngineeringFieldfromtheviewpointof

theprogramofstudyandtherequirementsforthedegree,itisgenerallytranslated

asMasterofEngineeringinEnglish.

TheDoctorofPhilosophy (Ph.D.)isthestrongly research-orienteddegree
▲ ▲ ●

awardedinthefieldofengineerlng.TheDoctorofEnglneerlnglSaprofessional

degree in the United States,whereasitisonly an English translation of

"Kougaku-HakushiorHakushi-Kougaku"whichisaJapanesedoctoralresearch

degreeconferredbythefieldofengineering.

Inth'eUnitedStates,mostuniversitieshaveprogramsirlWhichtwotypesof

degreesaresimultaneouslyawarded,suchas(1)undergraduate/undergraduate,

(2)tmdergradute/graduate,and(3)graduate/graduatedegrees. Manygraduate

coursesareavailabletopreparepracticingengmeerS.
●

*professor,NationaHnstitutionforAcademicDegrees.
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